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〈午前１０時００分 開議〉 

 

○議長（古畑浩一君） 

おはようございます。 

これより本日の会議を開きます。 

欠席通告議員はございません。 

定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長（古畑浩一君） 
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日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員には、４番、渡辺重雄議員、１８番、倉又 稔議員を指名いたします。 

 

日程第２．一 般 質 問 

 

○議長（古畑浩一君） 

日程第２、一般質問を行います。 

昨日に引き続き通告順に発言を許します。 

新保峰孝議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 〔２６番 新保峰孝君登壇〕 

○２６番（新保峰孝君） 

おはようございます。 

日本共産党市議団の新保峰孝でございます。 

私は、北陸新幹線建設と並行在来線問題等について、高齢者世帯の屋根雪除雪支援事業、地上デ

ジタル放送移行への対応について、米田市長のお考えを伺いたいと思います。 

１、北陸新幹線建設と並行在来線問題等について。 

(1) 北陸新幹線整備工事の現状と課題についてどのように考えているか。 

① 工事の現状と今後の見通し。 

② これまでの市の負担、今後の負担額、それ以外の南北自由通路、駅周辺整備等の市の負

担はどうか。 

③ 現時点で考えられる東京までの所要時間。 

④ ストロー現象等について。 

(2) 第三セクター鉄道(新潟県並行在来線株式会社)の現状と今後、課題についてどのように考

えているか。 

① 他県に先駆けてつくりましたが、どういう利点があったか。 

② 設立のため１億５千万円が出資されましたが、開業までの出資金はどうなるか。 

③ 初期投資についてはどうか。 

④ 開業後の赤字、三セクに対する自治体の負担割合(県・市の負担割合)についてはどのよ

うに検討されているか。 

⑤ 三セクへのＪＲの経営参加の現状はどうか。 

⑥ 運行の課題と方向性に対する市の考え方はどうか。 

(3) 国に対してどのような働きかけをしているか。 

① 初期投資に対する財政支援や、経営が成り立たないような不利な条件を改善させる取り

組みはどうか。 

② 新幹線貸付料に在来線赤字分が含まれていると言われておりますが、対応はどうか。 

(4) 新潟県の考え方をどのように捉えているか。 



 

－ 226 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

① 県単独三セク鉄道を設立しましたが、各県連携の広域化は考えていないのか。安全面か

らみても指揮系統を一本化することが望ましいのではないか。広域三セク鉄道実現に向け

強力に働きかけることが必要ではないか。 

② ＪＲ資産の扱いについてはどうか。 

③ 大糸線の存続について新潟県はどのように考えているか。 

(5) ＪＲに対して、並行在来線や大糸線、特急問題等、どのような働きかけをしているか。 

(6) 政府・与党合意の見直しを強力に求めていく必要があると思うがどうか。 

２、高齢者世帯の屋根雪除雪支援事業について。 

(1) 高齢者世帯の屋根雪除雪支援事業の現状と利用実績はどうか。 

(2) 対象世帯及び認定はどのようになされているか。 

(3) 屋根雪を下ろした後の排雪も対象にすべきではないか。 

(4) 上限を引き上げる必要があるのではないか。 

３、地上デジタル放送移行への対応について。 

(1) 地デジ移行はどうなっているか。 

(2) テレビを見られなくなった市民はいないか。 

(3) 地デジ移行に伴う助成制度等、有効に活用されているか。 

(4) 助成制度等、利用できずにいる市民はいないか。 

以上、１回目の質問といたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

おはようございます。 

新保議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目の１つ目につきましては、２６年度末の開業に向け鉄道・運輸機構により計画的

に進められております。 

２つ目の新幹線建設負担金は、２２年度までに約１２億９,０００万円を支払っております。本

年度以降の負担見込額は約９億２,０００万円であります。 

市が実施する駅周辺整備事業につきましては、２２年度までに約２５億円を執行しており、本年

度以降の事業費見込額は約４０億円であります。 

３つ目につきましては、現時点では速達タイプで約２時間と見込んでおります。 

４つ目につきましては、当市の現状から見てストロー現象等の影響は少ないものと考えておりま

す。 

２点目の１つ目につきましては、新潟県の並行在来線は他県にはない特殊事情があるため、会社

を早期に設立したものであり、課題の検討や沿線地域での対話集会の開催などに取り組めたことが

利点であります。 

２つ目から４つ目につきましては、現在、国において旧政府・与党合意の見直しが行われている

ところであり、国の見直しの結果を踏まえ資金計画を検討することといたしており、その中で今後
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の投資や県、市の負担割合についても検討されることとなっております。 

５つ目につきましては、整備新幹線の着工条件がＪＲからの経営分離でありましたので、ＪＲの

経営参加は難しいものと考えております。 

６つ目につきましては、池田議員のご質問にお答えしたとおりであります。 

３点目につきましては、県が国に対してこれまで地方負担金の軽減、貨物調整金の見直しや新幹

線貸付料の返還等を申し入れてきたところであります。 

貨物調整金については、一定の改善が図られたところでありますが、そのほかについては、現時

点では具体的な協議が進んでない現状であります。 

４点目の１つ目につきましては、新潟県と新潟県並行在来線株式会社が沿線市などと十分調整を

して、望ましい経営計画を策定した上で他県と調整を進め、より有利な経営形態を検討することと

いたしております。 

２つ目につきましては、今年度、資産調査を開始いたしており、不要資産の除外など資産圧縮の

協力をＪＲに求めていきたいといたしております。 

３つ目につきましては、新潟県としても大糸線は必要と考えており、ＪＲ西日本に存続を求めて

いるところであります。 

５点目につきましては、さまざまな協議会や同盟会を通じて要望するとともに、直接ＪＲ西日本

の金沢支社長に対して、大糸線や新潟への特急存続について要望いたしてるところであります。 

６点目につきましては、新潟県及び３市をはじめ１１道県でつくる並行在来線関係道県協議会な

どにより、国土交通省に要望いたしております。 

２番目の１点目につきましては、２２年度の実績では申請件数２００件に対し、７２７万円余り

の支援を行っております。 

２点目につきましては、対象世帯数は高齢者、障害者、母子世帯等であり、担当地区民生委員を

経由して申請手続が行われ、所得要件等に基づき認定をいたしております。 

３点目につきましては、必要最低限度の範囲での排雪も対象といたしております。 

４点目の上限額につきましては、これまでの利用実績から妥当と考えております。 

３番目の１点目につきましては、７月２４日の地上デジタル放送移行時には、担当職員を職場に

待機をさせましたが、トラブルもなく円滑に移行されたと考えております。 

２点目につきましては、テレビを見られなくなった市民はいないと考えておりますが、地上デジ

タル放送移行後もデジタルサポートセンターによる相談受け付けや、受信状況調査等を実施いたし

ております。 

３点目につきましては、特に生活保護世帯や低所得世帯への簡易チューナーの無償貸与制度は有

効に活用されております。 

４点目につきましては、遺漏のないよう広報での周知や、民生委員による相談等を引き続き実施

してまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 
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新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

新幹線整備の関係ですが、平成２６年度末開業を目指しているということでありますが、完成と

いうのはいつごろで、試運転はどの時期かという点について聞かせていただけますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

完成は今のところ２６年度末ということでありますので、２７年３月という形で、まだ何月何日

という形での発表がされておりません。 

それから北陸新幹線は豪雪地帯を通るという形の中で、２期にわたって雪の中の運転走行をやり

たいということでございますので、２５年度の冬期と２６年度の冬期、この２回にわたって走行運

転をするものとお聞きしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

そうすると平成２５年、２６年の冬ということは、もうほぼでき上がりは早いということですね。

ある程度もうできているということですね、開業よりも。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

何をもってでき上がっているかということによると思いますけども、今のところ土木工事のほう

は、もうほとんど完成に近い形。まだ富山以西につきましては、若干立ち上がりが遅いものですか

ら、そういうことではありませんが、土木工事のほうは、もう既にほとんど完了に近づいておりま

すし、今２期工事、電気工事なり建築工事なり、それから軌道工事なりを中心に行っているという

ことで、当然、軌道がないと走行試験ができませんので、その辺は走行試験に間に合わせるべく動

いてるということでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

東京までの時間は、先ほど速達タイプで２時間と言われましたけども、新幹線は３つのタイプが

あると普通言われていますよね。それぞれのタイプで糸魚川駅の場合、どのタイプとどのタイプが

とまるのかはっきりわかりませんけども、タイプごとの時間の速さというのはわかりますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 



－ 229 － 

＋ 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

まず、ＪＲの新幹線のダイヤというのが、これまでの経験上といいますか、既に先行された新幹

線の中では大体開業の半年とか、それに近いというところでの発表になるということでございます

し、今のところ最速達、速達、それから新幹線の中でも各駅タイプというのがございます。そうい

う中では、まだ正直なところ、はっきりとした東京までの時間というのは示されておりません。今

言われているのが、市長が申しましたように速達で２時間を切るか切らないのか、それから一般的

なもので２時間２０分とか２時間４０分とか、その辺はやはりダイヤが示されないと、はっきり言

えない状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

ダイヤが発表されないとわからないということですけども、例えば一般的なもので、それでいく

と時間は速くなるのか、遅くなるのか、変わらないのか、その辺のところはどうですか。現在の特

急と比べて。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

今のところいろいろ予測なり推計をしてるところによると、各駅といいますか、その各駅も例え

ば長野まで行って、長野からすべての駅にとまるのを各駅というのか、それとも「だにがわ」ほど

全部とまるのではなくて、その中でもとまる駅を絞っていくのかによって、その辺が大きく時間が

分かれるところでありますが、基本的には遅くても今より不便にならないような形での当然お願い

はしておりますし、そういう中では、遅くとも「はくたか」並みということを、お願いしとるわけ

でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

県のほうは、もう少し厳しく見てるようなところもあるようですが、米田市長はこの新幹線整備

について、ジオパークで来訪されるお客様の利便性向上のために進めていくんだということを言わ

れました。北陸本線から特急がなくなった場合、大糸線が廃線となった場合の影響を、どのように

考えていますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 
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基本的には、新幹線が来ることによって当市の利便性を図るという形で、いろいろ今計画なり、

それから事業展開をしておるわけでございます。そういう中では、当然、並行在来線についても優

等列車は必ず、少なくとも糸魚川から新潟間へ走らせてもらいたい。それから大糸線もこれは存続

について、いろんなまた今後、新幹線のダイヤに合わせ、また、並行在来線等もよりコンパクトに

なることによって、これによってまた大糸線との発着もスムーズにするとか、そういう生かし方を

いろいろ考えておりますので、廃線についてどうというのは考えてなくて、これを存続、利用を考

えてるという状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

特急がなくなったり、大糸線が廃線になったりしたら、今考えてる計画が崩れてしまうと。です

から、これは絶対に、糸魚川市が考えてるような方向で進めていくんだということですね。 

今のところ先ほど言われた「はくたか」は、ＪＲ西日本は、これはやめるような考え方のようで

ありますし、大糸線についてもＪＲ西日本、これの存廃を検討するような、そういう発言も出てい

る。こういうふうなことを言うのに対して、負けないでぜひ取り組んでもらいたんですよね、どう

ですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

我々は新聞報道で聞く中でのそういう話があったということでございまして、要するに、確かに

前段の文章が抜けてる部分があるわけですよね。このままいったらとか、利用客が少なくなってい

くことによって、そういったことが考えられるというような言い方をされとるわけであります。 

我々はやはり今、議員ご指摘のようなとおりで、大糸線は存続してほしいというのは、もうずっ

と言っとるわけでございまして、それをあまりにも言うことによって、表舞台に出すのもいかがか

と思うわけでございます。 

ただ、我々がやらなくちゃいけないことは何か。ある程度の利用客をふやしていかなくちゃいけ

ないわけでありますが、しかし残念ながら、今、減少傾向にあるわけでございますので、その辺の

努力を市民の皆様方とやっていきたいと、また、やっていかなくちゃいけないんだろうと思ってお

ります。存続には、やはりそういった事柄も私は大事だととらえております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

先ほどの答弁で、市の整備新幹線の直接的負担額が２２億円、間接的なものが６５億円、合わせ

て８７億円、糸魚川市として投入するということになります。 
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先ほど言ったように、ＪＲ西日本がいろんな形で大糸線のことについて、あるいは北陸本線から

特急をなくすというふうなニュアンスのことをいろんなところで、私から言わせるとマスコミを使

って、少しずつならしていくんでないかなと、ちょっと表現は悪いんですが、そういうふうな感じ

もします。 

私は市民にとって、この新幹線が開通したことによって市民に不便さを痛感させるようなことに

なっては困ると。８７億円もかけて、かえって不便になったということがないように、ぜひしても

らいたいと思うんですがどうですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

私も全くそのとおりであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

新潟県並行在来線株式会社を、経営計画も私から言わせれば、まともにつくらないうちに設立す

ると、そういうふうなことになったんではないかというふうに思います。 

その理由として、性格の異なる２つの路線を抱えてると。ＪＲ２社との協議や、少ない輸送密度

など多くの課題があることから、先行事例より早期に設立するんだという説明がなされてきました。

その後、ＪＲとはどのような協議がなされてきたか伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

まず、鉄路を走らせるためには指令システム、運行システム、安全なシステムが一応重要なこと

で、それについては相当な時間がかかる。これは基本的には、今、西と東の中で、新潟とそれぞれ

金沢で管理しとるんですけど、その辺は基本的には並行在になると、最終的には会社が指令システ

ムを持って運行に責任を持たなければならない。そういう処理をいろいろするには、３年、４年な

りの非常な時間がかかるということで、まず、それについては、当面、指令システムは開業何年ま

では、一応それぞれ今の金沢、新潟をお借りする中で運営して、最終的には会社が独自に持つよう

な形でやっていくというようなこと。 

それから、やはり会社を立ち上げた中で、西と東があるわけですので、今年度から東から６人の

社員が新潟県並行在来線株式会社に出向になりますし、西からも出向しておりまして、その中で、

今、課題と方針というものを徐々にまとめつつ、１つ１つ次のステップに向かっていくということ

で、そのほかにも県は県で定期的に、長野県、富山県と協議を進めてるという状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

新しくつくられた会社がＪＲと協議するというのは、７月ごろまでやられていないと、ＪＲから

のそういう話があるんですが、これはそういうことなんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

会社との協議ですけど、基本的には今のところＪＲとの協議は県が中心となって、それから当然、

会社も含めて協議していくということで、まだ県以外には並行在来線の会社がございませんので、

これは県と中心となって話しておると。 

それから、あるところでは何について話されてないかという、その主語が抜けておる中で、全く

今まで、これまで相談がなかったとか、協議がなかったというようなとらえ方になっておるんでは

ないかなと思っておりますし、県も、それから会社も、必要なときには必要な話をしとるというこ

とでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

私はこれを新潟県が早くつくったという理由、先ほどのこともあるかもしれませんけども、脇野

田駅の移設、これも大きな目的の１つではなかったのかというふうに思っております。 

それで脇野田駅移設の問題点の１つに、一括在姿譲渡があります。これまでＪＲ施設を三セクが

受け取る場合、改良、改善させて引き取るというふうに少しずつ改善させてきたわけですよね。そ

れを一瞬にして、崩してしまったという問題があるわけです。ＪＲ資産のこの一括在姿譲渡を、こ

の脇野田の問題で先例にするのかどうか、いま一度考えを聞かせてもらいたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

本間副市長。 〔副市長 本間政一君登壇〕 

○副市長（本間政一君） 

脇野田駅の整備に当たって、上越市なり県、あるいはＪＲ等との一括譲渡の話が出てるわけです

が、それらについて、会社、あるいは県のほうに、それらはいかがなものかということで、これま

でも話をした中では、そういう考えはありませんと。必要なもののみを買い取るということで、今

後、ＪＲ東・西と話をするということをお聞きをしておりますので、やはりそうあっては困ると思

っていますので、やはり会社としても不要な財産を持つ必要はないわけですので、そこら辺はしっ

かり会社の中で、取り決めをしていくことになるというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 
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新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

必要なものであっても、ＪＲのほうで改善、改良したものを引き取ると、ぜひそういうふうにし

ていっていただきたいと思うんですが、それでよろしいですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

本間副市長。 〔副市長 本間政一君登壇〕 

○副市長（本間政一君） 

ＪＲ資産をある日に、想定しますと４月１日に引き渡しになるわけですが、そのまんまぽっと引

き渡すんじゃないということをＪＲも言ってるわけですので、ある程度、やっぱり安全というもの

は当然ついてくるわけですので、それらをしっかりしたもので引き渡しをするというような話も出

てるわけですので、それらを踏まえながら、今、資産の内部調査してるわけですので、その後の引

き取りに当たっては、そういうことも十分加味をしながらＪＲと会社と話をする中で、取り組んで

いくということでの進め方をしておりますので、あくまでもやっぱり安全でなければ運行できない

わけですので、それなりの資産で引き取るという形で進めていくことにしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

並行在来線に特急を走らせるためには、富山県との協力が必要ではないかと思うんですが、この

辺についてはいかがお考えですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

本間副市長。 〔副市長 本間政一君登壇〕 

○副市長（本間政一君） 

優等列車を今後とも継続をするということは、これまで新幹線、あるいは並行在来線の会社設立

当時から、市の要望として挙げてたわけですので、それらの中では、今、東日本が直江津まで、そ

れから西日本が逆に金沢のほうから直江津までということで、糸魚川が中間点になると。そういう

点で心配はあるわけですが、あくまでも特急「北越」、優等列車について残してくれという話をし

とるわけでありまして、そこら辺は県と並行在来線をあわせて、または３県、あるいは新潟県沿線、

当然、柏崎等もかかわってくるわけで、それらのところに呼びかけをしながら進めていきたいと考

えておりますが。 

今の段階は、先般ですか、富山県のほうにも訪問した中では、やはり富山県側の市町村の中でも

糸魚川を拠点とした乗り継ぎ、あるいは新潟県都への向かう利便性を考えると、やっぱりある程度

の特急「北越」等のものは必要だという話を聞いておりますので、そこら辺は県を通じたり、ある

いは会社を通して富山県と、あるいはそれぞれの自治体と手を組んで、今後、継続についての話を

進めていかなきゃならんというふうに思ってますので、そのことは先般のいろんな会議の中で、話

をさせてもらっております。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

日本海縦貫鉄道を考えた場合、少なくとも複線化されていて、貨物輸送の幹線である北陸本線と、

この重要性というのは非常に大きいと思います。ぜひそういう点で、これまで以上に富山県のほう

にも力を一緒に合わせて、実現するように取り組んでいってもらいたいと思います。 

他県との連携の関係でありますが、新潟県は並行在来線会社を単独でつくる理由として、４点挙

げております。 

１つは、新潟県は収入が少ないのに、かかる必要については等分に求められるおそれがあると。 

２つ目が、新潟県の負担する投資額が過大になるのではないかと。 

３つ目が、新幹線のリース料の中に、並行在来線の赤字分が含まれており、各県への返還が実現

した場合、単独なら多くもらえるのに一本化されると不利になると。 

４つ目が、本社が富山、石川にできた場合、ダイヤ編成で不利な扱いを受けるんではないかとい

うふうなことが言われております。 

他県と協議を今されていると思いますが、協議の内容というのは、どういうふうな内容で行われ

ておりますか。こういうふうな、今、新潟県が疑問に思っている、そういう点について率直に話し

合いをしてるもんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

本間副市長。 〔副市長 本間政一君登壇〕 

○副市長（本間政一君） 

富山県のほうは、まだ新しい会社の形態ができてないわけですが、富山県が窓口になって、それ

ぞれ県と話をしとるわけですが、今の富山県と新潟県と１つの会社云々ということの具体的な話に

は、まだ詰まっていないんだろうと思っています。まだまだお互いに、やっぱり自分たちのところ

の利用状況、あるいは収支計算、あるいはいろんな角度から検討していってるというような状況だ

と思っていますので、それらの中からある程度出てきた中で、総合的に見て今後どうするかという

話になるんだろうと思っていますので、今の段階では、具体的に１つの会社にしようかというよう

な話の具体的な話は、まだ出てないというふうな感じを持っております。 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員の発言中ではありますが、先ほど田伏地区で発生しました建物火災につきましては、た

だいま鎮火したという連絡が入りました。 

新保議員、大変失礼いたしました。質問を続けてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

先ほど私が述べました県の４つの理由のうち、費用の点について、あるいは投資額の点について
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は、単独でつくっても同じことですね。それから貸付料に含まれる赤字分返還が実現すれば、額は

大きくなりますけども、まだそうはなっていないと。ダイヤ編成は乗客のことを考えれば、どちら

にしても調整が必要なのは同じです。それぞれ県ごとに会社をつくった場合、そうでないと乗客が

不便でしようがないと。初乗り運賃の負担もあります。 

私はこういうふうな理由は、県が単独の会社にするための理由づけにしてるとしか思えないんで

すね。私は長い目で見た場合、最悪のパターンを選択しているんではないかというふうに思います。

その点についてはいかがお考えですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

今のご質問の中で単独にしても、それから合併にしても、費用が変わらないんじゃないかという

ところがございましたが、基本的には県境の乗り入れ人員といいますか、富山県側は基本的には

３両編成でないと、なかなか自分の県の需要、３両から６両でないと賄えないと。それから新潟県

の場合は、どうしても県境をまたぐ乗客は、１両でも間に合うという形の中で、例えば一緒につく

った場合でも、当然、決算は県ごとになるときに３両の列車、あるいは６両の列車が糸魚川へ乗り

入れた分の新潟県の例えば持ち分が新潟県にかかってくる。新潟県では１両でいいのに、富山県で

は６両くると。その差額を新潟県が経費を支払わなければならないだろうというのがありまして、

そういう中ではコンパクトにしたほうが、経費的には少ないのではないかと、そういうこともあり

ます。 

それから、それによってまた貨物の貸付料も、例えば６両走らすことによって貸付料が減ると、

１両であればふえると。そういうこともあった中で、県は単独でまず収支、いろんなものをやった

中で、例えば隣県といいますか、そことどういう調整をして、どういうふうにしたらより有利にな

るかということを試算したいということで、今のところ単独で、いろんなことを試算してるという

状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

貸付料の点については、後でまた聞かせていただきますが、各県が単独で会社をつくりますと、

乗客が非常に不便になる。初乗り運賃で負担がかかる。あるいは乗りかえ、乗り継ぎで乗客に非常

に不便をかけるということになります。それと指令センターは、一本化されたほうが安全であると。

ダイヤ編成も合理的にできる。大きく考えた場合、将来を考えた場合、広域でつくったほうが長い

目で見た場合、そちらのほうがより有利になるといいますか、いいんではないかと、私はこのよう

に考えます。この点についてはどうですか。乗客の点、あるいは安全性の点等。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

本間副市長。 〔副市長 本間政一君登壇〕 
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○副市長（本間政一君） 

やっぱり新保議員から先ほど話が出ましたように、日本海を縦断する鉄道ということを考えれば、

当然１つの形で経営されるのがベターだというふうに思ってます。 

そんな中でも、やはり並行在来線を進める中では、こういう形で進めてきたわけです。その中で

精いっぱい、やっぱり努力しなきゃならんと思っていますが、やはり今の乗客の数、あるいは利用

者を見た場合に、どういう範囲内で利用するのかということも、当然、加味をしなきゃならんと思

っています。総合的に指令システム等は、やっぱり大きな形で見たほうがいいんだろうと思ってま

すが、そこら辺は今後広域的にやるのか、あるいは単独で持つのかと。今すぐ単独で持てる状況じ

ゃないですので、北陸本線の場合はＪＲ西の指令を活用しながらいくというような方針も出してお

りますので、やっぱりそこら辺は全体を見てやらなきゃならんと思っていますが、今の段階では、

あくまでもやっぱりそれぞれの県の単位で進めるということですので、そこら辺をしっかりとらえ

ながら、今後の運営、あるいは管理を進めてまいらなきゃならんというふうに思っていますので、

新保議員が言われましたように、全体の中で大きい会社の中で進めるというのは、私もごもっとも

なところもあるわけですが、今の段階の会社の設立状況から見れば、それらにこたえながら、やっ

ぱり取り組んでいかなきゃならんというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

現在、ＪＲ西日本の支社は金沢にあります。東日本の支社は新潟となっております。長野、新潟、

富山、石川の各県で協議をして広域でつくったほうが、国などに対してもいろんな影響力を発揮す

ることができるんではないかと、対応できるんでないかと思うんですね。新潟県は、単独というこ

とにこだわっているということじゃないんだと、絶対に単独なんだということじゃないんですね。

それとも単独なんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

本間副市長。 〔副市長 本間政一君登壇〕 

○副市長（本間政一君） 

まずはしっかり単独の中でいろんな角度から検討して、それらの状況を見て隣県等との話を進め

たいというスタンスでおりますので、そこら辺をまずは今の新潟県の並行在来線の中での体制をし

っかり固めて、近県のほうに働きかけるということで、今後も進めていくというふうに理解をして

おります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

新潟県は２０１４年問題という表現で、北陸新幹線金沢までの延伸をそういうふうに考えている

んではないかと。問題なんですよ、２０１４年開業を２０１４年問題という表現にしてるわけです。
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上越新幹線の本数、客数激減の影響を、どうするかという観点でとらえているんではないかという

ふうに思います。この問題を、新潟県の端の問題と県は考えているんではないかというふうに思っ

てしまいますが、この点についてはどうお考えですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

とらえ方であるわけであります。みんなでマイナーなところだけをとらえて論議していて、全然

事業が進まないというようになってはいけないわけであります。そういう中で、こういう問題があ

るけど、その問題をどのように解決していくか、そういうことが私は大切だろうと思う次第であり

ます。議員ご指摘の点なんかは、十分我々も危惧するところであるわけでありますが、やはりそれ

を言っていて前へ進まなかったらどうなるのか。我々は今言ったように、いろんな課題があるわけ

でございますので、そういったところをまた他県に先駆けて取り組まなくちゃいけない部分。そう

いった時限的に、事業はどちらかというと東から進んでくるわけでありますので、そういった中で

取り組まさせていただいているわけであります。 

そういった問題の中においても、今言われた問題も当然出てくるわけでありますが、我々といた

しましては、それはやはり県で問題としてとらえておる１つの事柄だろうと私は思っております。

そういったところを我々は、今、糸魚川市だけでそれをとらえて、どうできるかというところは持

ち合わせていないわけでございますので、我々は今この事業の中で進めておる、そして地域での課

題を中心にとらえさせていただいております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

県のほうも仕事を一生懸命やられていると思いますけども、もっと積極的に力を入れて取り組ん

でもらいたいということで、そういうことを常に働きかけてもらいたいと思います。 

きのうの池田議員への答弁で、北陸本線はディーゼル車にしたい考えのようでありますが、トン

ネル内で事故になった場合、燃料を抱えるディーゼル車は電車よりも燃え上がる確率が高いんでは

ないかというふうに思うんですが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

ＪＲでは基本的にトンネル内の火災等は、そこにとまるよりも、もうとにかくトンネルを抜け出

ることを主に、基本的には安全対策は、そのようになっとるということでございますし、また、電

車であれば逆に電気がショートして、それで走れないということも逆に考えられると。基本的には、

安全対策については電車であっても、それからディーゼルであっても、当然、一番重要な事柄にな
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りますので、その辺の安全は万全にした中での、仮にそういうようなことになればということで、

今いろいろ検討しておるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

ことし５月２７日、北海道のＪＲ石勝線のトンネル内で起きたディーゼル特急の脱線炎上事故、

約２４０人の乗客全員と乗員４名、全員が避難できましたけれども、犠牲者が出なかったのは、ト

ンネルが６８５メートルと短かったことに尽きると言われております。トンネル火災では早急に外

に逃げないと濃い煙で視界が遮られ、やがて一酸化炭素中毒で逃げられなくなるということが指摘

されております。 

北陸本線の１１.３キロもある頸城トンネルのような長大トンネルがあるところで、効率性と車

両価格の安さで、ディーゼルのワンマンカーなどという車両の導入を判断するのはいかがなものか。

安全性の面からも、最低でも電車の２両編成を考える必要があるんではないかというふうに思いま

すが、どのように考えていますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

基本的には、安全性を十分考慮した上の導入となろうかと思います。ただただディーゼルが、軽

油を積んで走っておるから危険だということではなくて、それに対応する、要するに安全性を高め

た中での。電車であれば必ず安全なのかということも、それも一概に言えませんので、そういう中

で、もしそういう形になれば、十分安全性に気をつけた運行をお願いしたいと思いますし、全国の

中には１１キロとまでは言いませんが、６キロぐらいのトンネルを走っているディーゼル運行もご

ざいますし、また過去には、これは例えば寝台列車なども基本的には電車で走っておりますが、い

ろいろ熱源の関係で、ディーゼルも１両例えば積んで走っとるとか、そういう実績もございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

頸城トンネルは、長大トンネルというふうにも言われているんですが、これは電車を想定してつ

くられたものではないですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

これは詳しい構造はわかりませんが、過去を見ると当然ディーゼルも走っておりますし、それか

ら「きたぐに」、食堂車などがある列車には、それについては必ずディーゼルも一緒に併用して走
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ちなみにディーゼルというのは、列車１両でありますと１万３,０００㏄といいますか、大型車

両が普通の車２,０００㏄が６台か７台ということで、それだけをもって危険というのであれば、

例えば車がトンネルを走っているものやなんか、すべて危険というような形でとられますので、基

本的には、そこだけをとらえて危険だ、危険だというよりも、やはり安全性を考慮するという形を、

よりお願いするべきであり、検討していくべきだと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

安全性の面から十分検討してもらいたいという、１１.３キロもあるトンネルを抱えているわけ

ですから、ぜひそういうところをよく考えて判断してもらいたいと、そういうことです。 

中部圏知事会では以前出した要望書の中で、減損会計の強制適用により資産価格は収益性に基づ

き切り下げなければならないため、鉄道資産は無償譲渡もしくは収益性に基づいた資産価格を設定

するようにということを主張しております。泉田知事は、簿価での買い取りを主張しております。 

設立前から赤字必至の会社であれば、減損会計も考慮に入れながらやらなければいけないんでは

ないかと。３００億円から６００億円の赤字を見込む会社を設立しながら、減損処理しなければ成

り立たない路線を簿価で買い取るということは、県民、市民に多大な損害を与えることになるんで

ないかと。財政が厳しくなっていく糸魚川市として、こういうふうなやり方を容認するんですかと

いうことなんですが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

本間副市長。 〔副市長 本間政一君登壇〕 

○副市長（本間政一君） 

資産の買い取りについて県知事の考え方を以前にお話を伺ったことはありますが、そのことにつ

いては今後しっかり踏まえながら、どういう方法であるのかということから話をしなきゃならんと

いうふうに、当然、会社の経営もあるし、それぞれ県、あるいは３市の負担も当然かかわることで

ありますので、そこら辺については、今後、十分詰めながら話をさせていただきたいという考えで

おりますので、今どうこうということの返事は、ご勘弁願いたいと思ってます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

現在の会計基準では、金融商品を除く資産はすべて取得原価主義により計上するということにさ

れているということであります。減損会計という考え方も入ってきましたけども、基本的にはそう

いうふうにされているということなんですが、これでよろしいでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 
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金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

申しわけありません。個人的にその辺の細かい会計制度はわかりませんが、基本的に買い取るに

しても、知事は以前、個人的にといいますか、いろいろな記者の中では簿価がということも言って

おりますが、例えば北陸新幹線建設同盟会、これらの５県の中でつくっておる要望の中には、やっ

ぱり適正な価格で適正な資産譲渡ということで、いろいろ申し入れもしとるところでございますし、

その辺については、やはり何が何でも簿価というのは、必要な価格で適正な価格というのが、原則

であろうと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

今言われたようなことだと思いますよね。中部圏知事会の知事の皆さんが言っておられるような

形が、一番普通の考え方でないかと思うんです。簿価があって、それから話が進むわけでしょう。

簿価のまま買いますよと言ったら、その相手の言うがままの値段で買わなきゃならん。自分からそ

ういうふうに最初から言ってしまってるということになっちゃうわけなんで、それは私はないとい

うふうに思います。 

簿価で買うということは、電車もディーゼル車も頸城トンネルも線路も、その資産の取得時に払

った金額で計上してある帳簿金額で買うということになるんでないかと思いますよね。どうですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

本間副市長。 〔副市長 本間政一君登壇〕 

○副市長（本間政一君） 

会社の中での話をした中では、やはり買い取り価格が今後の会社運営には非常にウエートが高い

わけですので、しっかり踏まえた中で今後進めていこうということでの話であったと思ってます。

そこら辺を、今、新保議員が心配されていることについては、やっぱりしっかり会社のほうでまた

話をして、負担がないように話を進めていかなきゃならんと思うし、当然、近県のものも同じよう

な対応になるわけですので、国等との調整も当然出てくると思っていますので、そこら辺はしっか

り踏まえて、今後、話を進めてまいりたいというふうに思ってます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

ぜひほかの他県の県知事が言ってるように無償譲渡、もしくは収益性に基づいた資産価格という

ことで、ぜひ足並みをそろえて取り組んでいただきたい。そういうことを、ぜひ県に言ってもらい

たいと思います。 

新幹線貸付料の関係ですが、赤字分返還の動きは、その後あまり進んでないということでありま

すけども、赤字分の計算は現状で計算されていると思いますが、新潟県が試算した７８０億円と赤
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字額３００億円から６００億円との差は、どこからくるものと考えておりますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

貸付料の返還と、それから今言われました新潟県の経営計画の中の３００億円から６００億円と

いうのは全く別物でありまして、貨物調整金のほうは３００億円から６００億円のほうには入って

おりますが、貸付料の返還はそれとは違って、いろんな国からの公開資料を、これも県に言わせま

すと相当黒く塗りつぶされていて、なかなか詳細がわからない中で分析すると、それからまだ東日

本のほうの発表、いろんな文書によりますと、新幹線の貸付料の中には、これからＪＲが放す赤字

分も含まれておるのでということで分析したのが、新潟県がいろいろな中で試算したのが７８０億

円ということでございますので、これと３００億円から６００億円というのは別ものでございます

ので、よろしくお願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

貸付料に並行在来線の赤字分が含まれていると、それが返還されるということであれば、それは

現状で計算をして赤字分を出したということになると思うんですよね。例えば、新潟県が考えてい

るような三セクの状態を想定して赤字分を出したんではなくて、ＪＲが今経営している、そういう

形の中で赤字分を出して、それを貸付料の中に含めて、ＪＲが払ってるということになるんではな

いかと思うんですが、そういうことでよろしいんですね。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

酒井産業部長。 〔産業部長 酒井良尚君登壇〕 

○産業部長（酒井良尚君） 

新幹線の貸付料の算定のもとになっている貸付料の並行在来線赤字部分のカウントでございます

けれども、これは現在、新幹線の開業前にＪＲが運行している並行在来線区間の部分につきまして、

現在、赤字が出ている部分がベースになっております。 

これは新幹線が開業した際に、その部分が切り離されることによって、ＪＲの赤字部分の負担が

軽減すると。その軽減分と、それから新幹線が開業することによって得られる収益の増加の部分を

合算したものが、新幹線の貸付料のベースになっているという県の分析でございます。 

開業前の状態で計算すると、３０年間でおよそ累計７８０億円という試算をした上で、並行在来

線の運行に当たりまして、さまざまなケースが想定されるので幅がありますけれども、初期投資か

ら、その後、運営に当たるまで、さまざまな状況を加味して計算をし、また、ＪＲ貨物等からのい

わゆる貨物調整金等の、要は収入部分等の出入りも想定をすると、並行在来線が開業して以降

３０年間の赤字といいますか、その部分については３００億円から６００億円の幅であるというふ

うなことでございます。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

現状で計算され、その分が返されてくれば、新潟県は非常に有利になるというふうに、県のほう

ではそういうふうに言ってるわけですよね。そうであればディーゼル化や運賃値上げ、あるいは本

数削減、これは必要ないんでないかと思うんですよ。私は糸魚川市として、やっぱり遠慮なく言う

ことは要求していくべきでないかなと、そういうふうに思うんですね。 

実現するかどうかわからんけども、新潟県のほうは、とらぬタヌキの皮算用といって前に言った

ことがあるんですが、非常に貸付金のことを強調していると。何か貸付金の中に入ってくる赤字の

返還分が返ってくれば、これだけできるから新潟県単独でやったほうが、そうなれば有利になると

いうふうなことも言ってたわけです。 

どうなるかわかりません。やるときには、かたく見積もってやっていかなくちゃならんというの

は、これは当然あります。しかし市としては、そういうことを県が盛んに言って、その実現を目指

し頑張っているということであれば、ディーゼル車などと言わずに、同じように電車を要求してい

くということでいいんじゃないかと思うんですけども、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

我々は１つに限って、ものを今詰めているわけではございません。全体の中でどうするかという、

今、話を詰めてもらっとるわけでありまして、１つのことをとらえて狭めて、それだけをスポット

的にやっとるわけじゃございませんし、我々もやはり沿線自治体として上越３市が一体となって、

また、意見を言わさせていただいとるものもあれば、やはり３市の中においてもやっぱり状況が違

う部分については、市単独でもお願いをさせていただいてます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

１６年前、１９９５年の７．１１水害により寸断された大糸線が復旧されたのは、２年後の

９７年１１月２７日でありました。この日、運転が再開されました。ＪＲ西日本の復旧費が６５億

円です。国、県の災害復旧費用は、全部合わせて６１９億円といわれております。その中には、大

糸線復旧に関係する費用も少なくないと言われてきました。新潟県も相当費用を出していると。 

８年前、２００３年にＪＲ西日本が大糸線、糸魚川・南小谷村間を経営分離して、地元自治体に

出資する第三セクターなどへ移譲を検討というふうに報じられました。その後もＪＲ西日本はいろ

いろと、分離、廃線、それに関係したようなニュアンスでいろいろ言っております。 

鉄道事業法が１年前に、国土交通大臣に届け出をしなければならないといいますか、届け出をす
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れば廃線ができるという形に変えられました。こういう点を考えると、黙ってると大糸線はＪＲ西

日本の考え方で言えば三セクなり、あるいは別な形なり、切り離すということになってしまうんじ

ゃないかと。これだけ大変な費用を出して、そう簡単にそれを許すわけにいかないというふうに思

うんですが、いかがでしょう。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

私は黙っているという気持ちはありません。その都度、言っておりますし、今、議員のご指摘の

点についても、やはりきちっと私もそういったところを主張させていただいております。 

私はやはり大糸線の必要性、私も皆さんと同様に平成７年、７．１１水害の厳しい状況というの

も理解しておるわけでありますので、その辺をやはりしっかり私も言うべきだと思っとるわけであ

ります。その辺は私も一体となって進めさせていただきたいと思いますし、これは今、要望させて

いただいてる大きな組織といたしましては、松本・糸魚川間の同盟会の中でも、その旨を伝えさせ

ていただいております。また個々においても、１つの糸魚川の首長としても、その辺を主張させて

いただいております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

１９９０年の旧政府・与党合意から２１年が経過しております。分割民営化３年後と現在では状

況も違ってきております。国とＪＲが責任をもって生活の足、貨物輸送の幹線、在来線を公共交通

として存続させるためには、旧政府・与党合意の見直しと、少なくとも財政支援、ＪＲの経営参加

は必要と考えますが、いかがでしょう。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

さまざまな時代の移り変わりの中で、政府・与党の見直しも、それはすべてをそのまま白紙に戻

して直すのではなくて、今現在に合った見直しの中ではいろんなまた支援等も、これは検討もされ

ておりますし、これまでに貸付料等も上乗せという仕組みも変わっております。 

私どももそれは、じゃあＪＲがこのままやれば、それは普通に考えれば、できるもんならそれが

一番いいんでしょうけど、そういうことではなくて整備新幹線を進めてきて、その枠を全部取っ払

ってというのは、言うことは簡単でしょうけども、実際ここまで動いとる中では、なかなか簡単に

はいかないのではないかと思っております。 

やれることと、やれないこともありますし、それから、要望していかなきゃならないことは要望

していく中で、少しでも並行在の経営安定とか、そういうものが地方に軽減されるべく、それは最
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大限努力していかなければならないと思いますが、簡単に枠組みを白紙撤回というのは、なかなか

難しいのではないかと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

大糸線の例もありますし、東日本大震災で壊滅的な被害を受けた第三セクター鉄道、ローカル鉄

道が、復旧の見通しさえ立たない状況もあわせ考えれば、国とＪＲが責任をもって存続させるよう

な形に見直す必要があると思います。市長、議会、地域が一体となって、取り組むことが大事では

ないかというふうに思います。ぜひ、そういう立場で頑張っていただきたいと思います。 

地上デジタル放送移行への対応の関係でありますが、いろんな方がいらっしゃると思いますが、

市民からの要望、苦情の点では、今どうなってますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺辰夫君登壇〕 

○総務課長（渡辺辰夫君） 

地上デジタル放送化につきまして、一応、国の政策として進められてきたものでありまして、デ

ジサポというところがサポートしております。市も中に入りまして、いろいろ市民の皆さんからの

ご相談にも乗ってきておりますけども、言われるような苦情とかというようなものは、なかったと

いうふうに理解をいたしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

市の地上デジタル放送等共同受信施設での減免規定で、生活保護を受給できる所得であるけれど

も事情で申請できないと。そういう生活保護レベルの世帯に対して、減免規定というのはどういう

ふうに運用されてますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺辰夫君登壇〕 

○総務課長（渡辺辰夫君） 

共同受信施設の関係の減免でありますが、これにつきましても国の制度、それから放送事業者の

ほうの支援がありまして、それ以上の現在支援ということは、市としては、なかなかできないとい

う状態であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 
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そうすると地デジに移行されて、非常に生活が厳しいという方は、テレビを見れなくなるという

ふうにもなろうかと思うんですが、そういう点は、どういうふうにお考えですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺辰夫君登壇〕 

○総務課長（渡辺辰夫君） 

まことに申しわけないんですけれども、生活保護を受けるという手だてがございますというよう

なことのお知らせをする中で、そこから先の選択については、ご本人のお考えということでありま

すので、それ以上のことは、なかなかできないという状況であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

ぜひ弾力的な運用というのを、これを考えてもらって、地デジ放送が見れるようにしていただき

たいというふうに思います。 

屋根雪除雪支援事業でありますが、排雪も対象に含めるべきということについて、基本的な部分

は、そういうことを認めるんだということを言われました。その点について、もう少し詳しく聞か

せもらえますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

池亀福祉事務所長。 〔福祉事務所長 池亀郁雄君登壇〕 

○福祉事務所長（池亀郁雄君） 

お答えいたします。 

屋根雪除雪の要綱につきましては、住宅等の屋根、避難路等の必要最低限度の除排雪となってお

ります。したがいまして、先ほど市長が申し上げたとおり排雪につきましても最低限度の範囲内で、

可能ということでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

最小限度というのは、玄関から道路までの間とかですね、窓が暗くなるのを、それを削って明る

くなるようにするとか、その辺のとこは、どういうことなんでしょう。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

池亀福祉事務所長。 〔福祉事務所長 池亀郁雄君登壇〕 

○福祉事務所長（池亀郁雄君） 

お答えいたします。 

避難路ということでございますので、いざというときの避難のための通路については、除排雪が
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可能でございます。 

それから屋根の雪をおろしたときに、窓際に落ちるわけでございますが、それの排雪等につきま

しても必要最小限度ということで、排雪等は可能ということでございまして、生活上の支障のない、

住宅等の損害のないような必要最低限度の除排雪ということでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

１回で使えるように改善していただいたんですが、平成２２年度の場合は雪も多かったと。その

前の年も結構多かったという年もありますが、少ない年もあります。限度額をもう少し上げるよう

に、検討できないものかというふうに思うんですが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

池亀福祉事務所長。 〔福祉事務所長 池亀郁雄君登壇〕 

○福祉事務所長（池亀郁雄君） 

お答えいたします。 

除排雪の上限のことでございますが、昨年、一昨年と大雪でございました。そのときの実績でご

ざいますが、山間部の申請者、実績者１５７人に対して上限をオーバーした方が５０人ということ

で、約３分の１ということもございます。それから１人当たりの単純平均でございますが、４万

２,０００円という実績でございます。これらを考えますと、６万円という上限額についてはその

まま継続、現状維持としたいという考えでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員。 

○２６番（新保峰孝君） 

高齢化も進み、だんだん大変になってくる方がふえてきます。暖冬少雪化も進んできているよう

に思います。ぜひ限度額の拡充、増大、ふやすほうも検討していただきたいと思います。 

以上です。 

○議長（古畑浩一君） 

新保議員の質問が終了いたしました。 

暫時休憩をいたします。 

再開を１１時３０分といたします。 

 

〈午前１１時１６分 休憩〉 

 

〈午前１１時３０分 開議〉 

 

○議長（古畑浩一君） 
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休憩を解き会議を再開いたします。 

引き続き一般質問を行います。 

次に、倉又 稔議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 〔１８番 倉又 稔君登壇〕 

○１８番（倉又 稔君） 

清生クラブの倉又です。 

一般質問を行います。 

１、全国学力テスト中止について。 

全国学力テストは、昭和３６年に開始されましたが、当時の文部省は、日本教職員組合による全

国的な「学力テスト反対闘争」に屈し、昭和３９年に全国一斉学力悉皆調査から、２０％の抽出調

査へ規模を縮小し、事実上中止した歴史があります。 

同じように、平成１９年、４３年ぶりに復活した全国学力テストは、平成２１年までの３年間悉

皆調査を行いましたが、民主党への政権交替により、昨年は抽出調査に変更され、本年は東日本大

震災を理由に中止されました。次年度以降も復活されることなく、歴史が繰り返されるような気が

してなりません。 

長期間によるデータの積み重ねが、国の教育政策立案の基礎となるばかりではなく、地方におい

ても教育の成果を評価して、課題を明らかにする大切な資料となります。 

このような必要不可欠と言える全国学力テストの中止に対し、市教育委員会としての見解を伺い

ます。 

(1) 全国学力テストをなぜ４３年ぶりに復活したのかを検証をしたことがありましたか。 

(2) 中止決定を受けたときの対応はどうか。 

(3) 今後の方向性をどう考えていますか。 

２、森林が危い。市の対策は。 

全国各地で外国資本による森林買収が顕在化し、そのような報道も増えてきております。 

経済産業省の発表した２００８年度通商白書によりますと、世界で１１億人の人が安全な水を飲

むことができず、毎日４,５００人以上の児童が亡くなっているとあります。 

また、２０２５年には、世界で５５億人が水不足に陥ると予想しております。 

中国でも慢性的な水不足という問題を抱えており、中国に限らず、外国では水資源を戦略的に取

得する動きが強まってきており、水の豊富な日本が狙われております。 

日本には、外国人の土地取得を制限する法律はなく、また、外国人に限り不動産取引を制限する

法制化は国際貿易機構（ＷＴＯ）の一般協定に違反する可能性が高く、国際関係上大変難しいもの

と考えています。 

そのため、水源を保護するための森林、地下水・湧水など、水資源の保全については各自治体に

委ねられていると思われますが、市は何らかの対策を講じているのかお聞きします。 

以上、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

倉又議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の全国学力テスト中止のご質問につきましては、この後、教育長から答弁いたしますので、

よろしくお願い申し上げます。 

２番目につきましては、本年４月１５日に森林法の一部が改正され、新たに森林所有者となった

場合には、市町村への届け出が義務づけられました。また、無届け伐採が行われた場合の中止命令

や造林命令の新設、土地所有者が不明の場合は、行政の裁定により伐採を行うことができるなど制

度の拡充が図られ、来年４月１日から施行となっております。 

市といたしましても森林法改正に伴い、森林整備計画の見直しの中で水源涵養、保安林等の位置

づけを検討してまいります。 

また、水源保護における森林の役割の重要性から、水源保護や地下水くみ上げ規制等に関する法

整備について、全国市長会として国へ要望いたしてるところであります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

竹田教育長。 〔教育長 竹田正光君登壇〕 

○教育長（竹田正光君） 

倉又 稔議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、当市においては児童生徒の実態把握により、学習指導の改善に

つなげるため、市内の全小・中学校において調査に参加してまいりました。 

また、抽出方式になってからも市単独で非抽出校の採点、集計を行い、市全体の状況把握と授業

改善に生かしてきたところであります。 

２点目につきましては、東日本大震災の影響により本年度は実施が不可能とのことでありました

ので、厳粛に受けとめ、通知に従って対応いたしました。 

３点目につきましては、文部科学省では、来年度は国語、算数・数学のほか、新たに理科を加え

て、抽出校方式で実施するとの方針を示しております。このため、これまでの取り組みの検証とし

て市全体で参加し、実態把握に努めてまいりたいと考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

学力テストのほうから伺います。 

今ほどの教育長の答弁でありますと、全国学力テストの効果とか、必要性というものを感じられ

たんですけども、そのとおりでいいのかどうか、再度確認させていただきます。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

竹田教育長。 〔教育長 竹田正光君登壇〕 

○教育長（竹田正光君） 

文科省がねらっています全国学力テスト、これは学力の部分、読み書きそろばんという部分を特

に重視しているものでありますが、以前のテストと少し変わってきたのは、学習だけではなくて生

活のほうの調査も含まれていると、そういう部分があります。 

義務教育本来の目標というのは、小学校６年間、それから中学校３年間の計９年間で、知・徳・

体のバランスのとれた子どもを育て自立させる、これが一番大きなねらいかと思っております。そ

ういう面から見ても、今現在、私が答えた答えで推進していきたいということであります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

今ほど教育長から答弁がありましたとおり、やはりこれはそういう調査を長く続けてきて、初め

てそのような効果がわかるというものだと私は理解しておりますので、平成１９年から３年間の悉

皆調査だけで全体を把握でき、これで悉皆調査を終わり、抽出調査でもいいのだというような疑問

が起こりますけども、その辺のところをお聞かせいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山崎こども課長。 〔教育委員会こども課長 山崎光隆君登壇〕 

○教育委員会こども課長（山崎光隆君） 

お答えいたします。 

３年間の悉皆調査を経て、今年度は大震災の関係で見送らざるを得ないということでありますが、

何よりも学力も含めたこういうデータの蓄積というのは、今後の教育の方向を考える上で非常に大

切だと考えております。 

文部科学省のほうでも今年度は見送って、来年度は抽出調査をやるという方針を打ち出しており

ますが、よりきめ細かな資料を得るため、授業改善に生かすために２５年度については、もう少し

きめ細かい調査をしたいというようなことを検討してるという話を聞いております。こども課とし

ては、そういう調査は必要であると考えております。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

今ほどの答弁を聞かせていただいたとおり、これらの効果っていうのは３年、５年、１０年とい

うようなスパンではなくて、４０年、５０年、６０年という長いデータの積み重ねによって、初め
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てどこがいいのか悪いのかという、いわゆる課題も見えてくるし、いいところも見えてくるのでは

ないかということで、私はこれは長く、しかも継続して続けるべきだと。それにはやっぱり抽出式

ではなくて、全校参加の学力テストをやるべきじゃないかと思いますが、その辺はいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山崎こども課長。 〔教育委員会こども課長 山崎光隆君登壇〕 

○教育委員会こども課長（山崎光隆君） 

お答えいたします。 

今ほどの倉又議員のご質問のとおり、より正確なデータを得て、それを子どもたちの授業の改善

に生かしていくという観点から考えまして、糸魚川市の子どもたち全体で受けることが大切だと、

そう考えております。 

昨年から抽出調査になったわけですけれども、糸魚川市では非抽出校の子どもたちにも受けてい

ただいて、糸魚川市単独で集計をしながらより正確なデータを得て、指導改善に生かしております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

平成１９年からの全校参加の３年間は都道府県別、それから市町村別、学校別の成績が集計でき

たと思っております。ところが、昨年からの抽出方式では、都道府県別の成績は公表されましたが、

市町村別、学校ごとの集計すらできなくなっているのではないかと思っております。 

平成１９年からの３年間の調査によった集計によれば、学校別、それから市町村別の公表も可能

だと思っておりますし、公表しないまでも一応内容を聞かせてくれと言えば、それはその要求した

人に対しては、やはり公表はできたのではないかと思いますけれども、抽出式になりますと参加し

ない学校や、児童生徒の課題など正確にやっぱり把握できないのではないかと思うんで、そういう

ことで多分抽出方式になった昨年も糸魚川市教育委員会は、すべての学校が参加したということだ

と私は理解しておりますけども、そんな形でよろしいですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山崎こども課長。 〔教育委員会こども課長 山崎光隆君登壇〕 

○教育委員会こども課長（山崎光隆君） 

今、倉又議員のおっしゃったとおりでございます。より正確なデータを得るために全員で参加を

いたしました。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

それでは学力テストの目的の１つに、学力水準の向上、それから義務教育の機会均等を実現する
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ということもあると思っております。先ほども、それに近い答弁をいただいております。 

平成１９年から実施された３年間の市町村別、学校別の調査結果を明示しなければ、学力向上も

授業改善にもつながらないと思っておりますが、市教育委員会としては今からでも、公表をする気

はあるかどうかということをお聞かせ願いたいんです。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山崎こども課長。 〔教育委員会こども課長 山崎光隆君登壇〕 

○教育委員会こども課長（山崎光隆君） 

お答えいたします。 

この全国学力・学習状況調査の中身には２つございまして、数値的に学力の定着、活用能力を調

べるものと、それから子どもたちの生活習慣だとか、学習意欲等を調査するものと２つに分かれて

おります。 

数値的なものの公表については市町村別等を表示されますと、それぞれの地区間の差とか、過度

の競争を招くおそれがあるとして、具体的な数字は明示しないという形で考えておりますし、今、

こども課のほうでも、そのような対応をしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

今ほど答弁がありました過度の競争を招くというのは、それは昭和３０年代の学力テスト反対闘

争を言いわけにした、政治的な言いわけにすぎないんですよ。今ほど言ったみたいに学力もそうで

すし、生活改善や何かも含めて、記載あってこそ学力も伸びるのではないかと思うんですけども、

その辺はいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山崎こども課長。 〔教育委員会こども課長 山崎光隆君登壇〕 

○教育委員会こども課長（山崎光隆君） 

お答えいたします。 

倉又議員のおっしゃるように、学習という中にはそれぞれ自分の得意とするところ、不得意とす

るところ、あるいはそれらに対して適切な指導改善を行うため、この学力調査が行われているもの

と、そんなふうに考えております。 

確かに学習だけではなく、学校生活の中で競争の場面や協力の場面というのは非常に大切なこと

であります。しかし、一たんそれが数値の面だけが問いただされて、過度の競争の状態に陥るとい

うことは決して好ましくないと、そんなふうに考えております。それを活用して授業を改善してい

く、あるいは、この数値は教育の中での学習内容の定着という部分の一部の重要な資料であるけれ

ども、全体ではないという考え方からして、数値をそのまま全体に提示することは、いかがなもの

かというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 



 

－ 252 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

先ほど教育長の答弁では、義務教育９年間というものの最終目標は、知・徳・体を得て子どもた

ちが自立をすることだと。自立をするということに関しては、ただ単に学校だとか、今、山崎課長

が答弁したように、そういうことだけで本当に自立ができるような子どもたちを、義務教育の中で

送り出すことができるのか。やはりある程度の競争というのは必要なんじゃないか。これは学力だ

けじゃないと思います。その辺をもう一度お聞かせ願いたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山崎こども課長。 〔教育委員会こども課長 山崎光隆君登壇〕 

○教育委員会こども課長（山崎光隆君） 

お答えいたします。 

学習という中でもお互いに切磋琢磨しながら、お互いに学力を伸ばしていくということは、非常

に大切なことであります。もちろん、今まで行われてきた学力・学習状況調査のそれぞれの結果等

については、学校を通じて個人にもちゃんと伝えられている部分がありますし、恐らくそれをもと

にしながら、授業改善や取り組み方の方向を検討しながら進んでいるというふうに考えております。

適切に学校の教育の中で競争活動も取り入れながら、お互いに切磋琢磨するということは非常に重

要なことだと、そんなふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

今ほどこども課長のほうから、いい答弁をもらったと思っております。 

義務教育というのは先ほど言ったみたいに、自立が最終目標だということですけども、義務教育

で自立できないような子どもが本来そこへ、社会へほっぽり出すわけにいかないから、やっぱり高

校だとか大学で社会へ出るだけの能力をつけさせて、本当は出さなくちゃならないんじゃないかと。

中学卒業だけで自立できるんだったら、もう私は義務教育で十分だと思うんです。ただ、やはり能

力的にこれはどうしても専門的に研究させてやりたいとか、研究させんならんとか、これはやはり

もう少し勉強したら、ほかの能力を発揮するんでないかというような人は、やはり上級の高校、大

学で授業しなくちゃならないと思うんですけど、一般の子どもなんて、これは私に言わせれば、義

務教育だけでもう社会へほっぽり出せるような、そのような教育をすべきだと思うんですよ。 

義務教育でどうしても自立できないような者は、もう少し上の学校で自立できるように訓練をさ

せる。何のための義務教育なんだと私は思いますけども、その辺はどう思いますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山崎こども課長。 〔教育委員会こども課長 山崎光隆君登壇〕 

○教育委員会こども課長（山崎光隆君） 
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お答えいたします。 

今ほど倉又議員のほうから指摘がありました点でありますが、今はほとんど高校が全入制のよう

な形になっております。かつては中学校の卒業の段階までに、ある程度社会で生きていける、そう

いう力を育てる、あるいは育ってきたと、そんなふうに考えております。 

そういう面から考えていくと、学校の子どもたちを育てる力という部分の不十分も感じますが、

家庭も含めた、みんなで子どもを育てていく、そういう体制をつくりながら、今後、子どもたちを

中学卒業までには、ある程度の力をつけるということを念頭に置きながら、指導していく必要があ

ろうかと思います。そうでないと高校へ行ったとしても、結局は自分の力を発揮しないで高校生活

等を過ごしてしまうことになりかねない、そんなことを考えるからです。そんな指導をしていける

ように、また教職員等を指導していきたい、こんなふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

よろしくお願いします。 

というのは、今、山崎課長が答弁されたみたいに、高校全入制になっているような形だというこ

とは、確かに義務教育で不十分な部分がいっぱいある。それの原因は、先ほど言ったように家庭教

育にあると。私は本質的には、そういうものは家庭教育のもとであるし、原点であると思っていま

す。だから家庭教育が第一義であり、学校教育は第二義のものだと思っておりますけども、自立に

関してですよ。ただ、家庭教育の教育できるだけの親、大人が今いないということは、今までの親

の教育が、やはり正直に言って戦後の教育が間違っていたんじゃないかと私は思いますけども、い

かがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山崎こども課長。 〔教育委員会こども課長 山崎光隆君登壇〕 

○教育委員会こども課長（山崎光隆君） 

お答えいたします。 

戦後教育ということの中で、今もしそうであれば、単に学力、学習内容の定着ということだけに

目を奪われて、もう少し社会で生活する、あるいは人と一緒に協調して生活する、そういう部分で

の教育とか取り組みが不足してきたことから、親になって子どもと一緒にそのことを考え、成長し

ていくという機運なり考え方が薄れた結果ではないかなと、そんな感じがいたします。 

今、市で取り組んでいる子ども一貫教育は、それらも含めて家庭、地域と一緒になりながら、子

どもにかかわることで親も地域も一緒に成長していく、そんな方向も考えております。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 
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これはやっぱり競争というものをある程度否定しながら、教えてきた結果だと思いますよ。運動

会でゴールするのに、全員手をつないでゴールしましょう、そういうような教育を一時期やってき

たんですよ。社会はいや応なしに競争の社会であります。社会に出て急に競争しろと言ったって、

競争の仕方がわからない。 

市内のある会社の人事担当からお聞きした話ですけどね、新しく従業員として採用して、まだ

３カ月なり６カ月の教育期間中でありながら、１カ月のうちに１０日も出てこないような子どもが

多いんだと、最近。すべてだとは言ってないですよ。そういう子どもたちが、従業員たちが、大人

がふえてきとるんだと、それは大学を卒業してもですよ。それはやはり学校のときから、競争意識

を培ってこなかったツケなんじゃないかなと思います。 

そういう面では、やはり今までと違った感覚で競争意識をつけさせながら切磋琢磨して、子ども

たちを育てていかなくてはならない。それには、やはり学力テストというのは、非常に大切な位置

を占めているんじゃないかと思っております。そんな考えは私の考えですけども、そんな考えでい

いですかね。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山崎こども課長。 〔教育委員会こども課長 山崎光隆君登壇〕 

○教育委員会こども課長（山崎光隆君） 

学力を事実としてきちっととらえて、それを子どもたちに示していく。そして自分のこれからの

進み方について目標なり、自己実現の方向を考えさせる資料としてしっかりデータを集め、子ども

たちに提示するとともに、教職員も指導技術を厳粛に受けとめて改善に努めると、非常に大事なこ

とだと思います。そのように努めてまいりたいと、そんなふうに思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

当市議会の６月定例会において、３０人以下学級の実現を求める請願を採択しましたが、その主

な理由として、暴力行為だとか不登校、いじめ、学級崩壊。それに障害のある児童生徒の指導に、

きめ細やかな対応が高い評価を得てるということでありました。 

現実には１２人以下学級の少人数学級でも、やはり学級崩壊だとか、いじめも起こっております

し、経験豊富な担任の学級でも起こっております、これが現実ですよ。そしたら、それは我々も通

したものですけども、机上の理論ではないかと思いますけども、教育委員会のほうではそれを、私

は机上の理論だと思いますけど、どう考えますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

竹田教育長。 〔教育長 竹田正光君登壇〕 

○教育長（竹田正光君） 

お答えします。 

非常に難しい質問だなという気がします。少人数には少人数のよさというのがありますが、先ほ
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ど山崎課長がお答えしたように、少人数の中にもし足りないものがあるとしたら、それは切磋琢磨

の段階、お互いにもみ合うところが少ないのではないだろうか。そういう中から、もみ合っていな

いから耐性がなかなかつかないというような問題も出てくるかなと。それが一緒に競い合うという

ところになかなか波及していかない、そういう場合も出てくるかなと思います。 

それから大人数の中での練り上げというのも、非常にこれは効果があります。ただ、小グループ

がたくさんできちゃって、小グループの中での守り合いがあれば、子どもたちは守られていくわけ

ですし、小グループがかたまっちゃって、ある一定の人間に対して攻撃を加えるようになれば、こ

れはまたこれで少し問題がありかなというような形に変わっていく場合もあります。 

学力に関しては、少人数だけがいいよ、それは先生方は非常に丁寧に教えられるけども、でも、

そこに切磋琢磨の部分がなくなってしまうのではないかなと。これは極小規模のときに言えます。

それから大人数のときには、お互いに子ども同士で教え合うとか、先生が教え合うとかということ

で、学力向上を図ることもできるということです。 

一概に、こういう場合にはこう、ああいう場合にはああだというような答えができない、そうい

う難しさがあるということを、ご承知おきいただきたいと思います。 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員の質問の途中でありますが、昼食時限のため暫時休憩といたします。 

再開を１３時、午後１時といたします。 

 

〈午後０時０２分 休憩〉 

 

〈午後１時００分 開議〉 

 

○議長（古畑浩一君） 

休憩を解き、引き続き一般質問を行います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

先ほど３０人以下学級がよいというのは、これは机上の理念ではないかという質問に対して、教

育長は、少人数学級、それから多人数学級のそれぞれの長所、短所というものを説明して聞かせて

いただきましたが、それは教育長が教師としての長い経験に基づくものから、言われたものじゃな

いかなと思っております。じゃあ、それを裏づけるような資料というものは、あるのかどうかとい

うことをお聞きします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山崎こども課長。 〔教育委員会こども課長 山崎光隆君登壇〕 

○教育委員会こども課長（山崎光隆君） 

お答えいたします。 
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学級の規模等について、その教育効果等について、どのような資料等があるということでの質問

かと思います。 

今年度、全国学力・学習状況調査が中止されましたが、糸魚川市では生徒の実態を把握するため

に、平成１８年度から全国標準学力調査というものを実施しております。これは２年生以上、中学

校３年生まで、それぞれどの程度の学力を身につけているかというものを調査するものであります。

糸魚川市から費用を負担していただきながら全部で取り組んで、資料を積み重ねてまいりました。 

その結果を、今、糸魚川市には２２校ございますが、小学校で１８校としますと、その小学校で

それぞれ規模別程度にグループ化をしてみまして、それぞれ学力的な数値に差がみられるのかとい

うことを分析してみた資料がございます。 

Ａ・Ｂ・Ｃと３グループ程度に分けたその理由につきましては、Ａというのは、いわゆる極小規

模といいましょうか、複式学級を設定していたり、それに近いような構成になる学校。それから大

規模校といいますか、比較的大きい部類に属する学校を、１学年の人数でいいますと３１人以上ぐ

らいで分類をしてみました。そして、その中間の学校という形で、学力調査等の結果をそのグルー

プごとに集約してみましたが、極小規模は７校、Ｂグループとして小規模校というのが６校、それ

から比較的大規模、中規模の学校が５校というような分類をしてみました。 

そして、その結果を分析してみますと、基本的に大きな生徒数のグループについては、数値的に

は非常に安定をしておりまして、偏差値の平均では３から４ポイントぐらいを上回るような全体の

結果でございました。 

Ｂグループとして小規模、つまり１２、３人以上から３０人ぐらいまでの間のグループでござい

ますが、そのグループについても平均よりやや高い、３ポイントぐらいでしょうか、高い数値でご

ざいましたが、ただ、年度によっては非常に特異な数字が、ぽこっぽこっと出てくる傾向があると

いうことがわかりました。 

それから小グループ、要するに１１人以下ぐらいの生徒数のところでございますが、非常に年度

による数字の変化が激しい状態が見られました。つまり非常にいいときと、非常に数字が落ち込む

ときとの差が激しいし、結構頻繁に出てくるという傾向が見られました。 

総じて考えていきますと、大集団というか、ある程度の人数のグループについては、それぞれの

学級の中で大集団という中での切磋琢磨したりする場面とか、小グループ化して工夫しながら取り

組む場面が容易に構成できるということもあって、比較的安定した学習ができるのではないかとい

う感じがいたします。 

それから小さいグループについては、いわゆる複式等も含めた、そういう学級の人数構成になる

ようなところについては、個々の子どもたちに対する指導は非常に丁寧にできる。しかし、切磋琢

磨とか、グループ、子どもたち同士がかかわる部分を、工夫して取り組む必要がありそうだと。例

えば、近隣の学校との合同授業をやるとか、交流学習をやるとか、そういうことをしながら集団で

競い合ったり、かかわっていくような指導も必要なのではないかというような感じがいたしました。 

両方とものそれぞれの部分を兼ね備えたのが、その中間にある１０人以上、３０人未満ぐらいの

学級のような感じが見られます。 

それぞれ３つのグループ等、そんなに端的な比較というのは、なかなかできにくいわけですが、

それぞれの特徴を生かしながら改善に取り組んでいる現状から、教育長のような話になったという
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ことでございます。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

今ほど、こども課長の話ですと１８年からということでは、ことしはやらなくても、まだやって

いるかどうかわからないが、ことしを入れてもまだ５年間だけ。１８年、１９年、２０年、２１年、

２２年、２３年、６年間か、６年間のデータ。６年間のデータの分析で、これだけ出るわけです。

だから５０年、６０年という長い積み重ねで、本当に少人数学級がいいのか、多人数学級がいいの

か。 

今ほどお聞きしたように、糸魚川市内には少人数学級から４０人以下学級まで、平均的なクラス

が存在するわけですから、これをずっと続けていかなくては、ちゃんとしたデータがとれないんじ

ゃないかなと。例えばの話、国が中止したとしても、市独自ででもやっぱりやっていくべきじゃな

いかということだと思うんです。 

そういうことであったら、少人数学級の請願者である教職員組合は、そういう机上の理論だけじ

ゃなくて、全校参加の学力テストを積極的に進めていかなくちゃならないんじゃないかと私は思い

ますよ。それをここで国のことを言っても仕方ないんですけども、先ほど言ったみたいに、国でや

らなかったら市独自でも、市独自でも難しいと思ったら市独自でやりながら、同じ思いのある全国

の市町村の教育委員会に呼びかけてでも続けていくべきだと思いますけども、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

山崎こども課長。 〔教育委員会こども課長 山崎光隆君登壇〕 

○教育委員会こども課長（山崎光隆君） 

お答えいたします。 

今年度、東日本大震災のために中止にするという連絡を受けましたときに、こども課内でも、こ

れに対してどういうふうに対応したらいいだろうということで検討をいたしました。 

今回、見送った１つ大きな理由といたしまして、糸魚川市全体で実施することは可能かと思いま

すが、それを比較する母集団が毎年一定ではないことから、比較する集団がちょっと見当たらない

ということが１つありました。それからもう１つは、先ほど申し上げました、ずっと継続してきた

全国標準学力検査についての資料があることから、今年度４月に実施をしております。その結果を

もとにしながら授業改善に生かしていけるのではないかという判断から、今回、全国学力・学習状

況調査への市単独での実施というようなことは見送らせていただきました。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

今ほど母集団とか比較対象がないというんじゃなくて、市独自ででもそういうものを持って積み
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重ねたデータというものを蓄積しておれば、またほかのところと比べられるようになったときには、

それがまた生きてくるんですよ。だから、これはやっぱり継続してやるのが一番のデータをとると

いう意味では、法則ではないかと思っております。ことしはやらなかったとしても、ぜひ来年から

継続した学力テストというのは、やっていただきたいと思います。 

教育の専門家の中には、こういうことを言ってる人がいます。学級の適正規模が何人であるかは、

難しい問題ではあると。でも、少なければ少ないほどよいということではないと。児童生徒が教師

から学ぶのは事実としても、彼らが仲間からも多くを学ぶことを忘れてはならない。少人数学級は

本当のところ、これはこの人の思いですからちょっと聞いていただきたいんですけども、適正規模

をめぐる教育問題としてよりは、児童生徒数の減少に伴う教師の失業対策として、取り上げられて

いるのではないかと思われると言っています。 

また、別の教育専門家は、多人数学級のほうが学力を向上させ、教育の諸課題を解決できると。

これは言ってる中の中身というのを、ここで１つ１つ細かく言うと、物すごい長くなりますので省

略しますけども、いずれにしてもしっかりと裏づけのとれる資料に基づいて、教育行政の向上を図

り、そういう方向性を定めるための施策を期待しておりますので、この件に関しては、以上で質問

を終わらせてもらいます。 

次、森林が危ないということで質問させてもらいますけども、外国資本による森林買収は全国で

どれぐらいあるかというのは、市のほうでは把握している範囲でいいんですけども、わかったらお

聞かせ願いたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

直近のデータは今手元にございませんけれども、これまでの外国資本による土地の取得は３０件

あったということであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

それは昨年の２２年、平成２２年１１月末時点での北海道２９件、兵庫県の神戸市で１件の

３０件だと思いますけども、そのほかに山形県の最上川上流だとか、あと直接買収にはかかわって

いないかもしれませんけども、買収を打診してきているというところは、埼玉県だとか山梨県、長

野県、岡山県、三重県と、全国的にも広まってきてるんです。 

先ほど私の一般質問の通告書に書いたとおり、外国人が土地を取得するについては、なかなか規

制する法律というのは国でも考えにくいだろうし、できないけども、外国人土地法という法律があ

ることを知っておりますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 
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○企画財政課長（斉藤隆一君） 

外国人土地法につきましては、大正時代に制定をされたものでありまして、現行では政令もない

ことから実質的には、その法律そのものが運用されていないという状況で把握をしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

今ほど斉藤課長が言われたとおり、これは大正１４年に制定され、そのときは国防上必要な地区

においては勅令によってと書いてありますので、今、戦後、勅令がなくなって、それから新しい政

令も制定されていないので、課長の言われるとおりだと思います。 

それはそれでいいんですけども、そういうものを前提として、昨年、菅前総理は１０月の参議院

の予算委員会において、外国人の土地取得規制についてぜひ勉強して、国としての方向性をまとめ

てみたい。それが先ほど市長答弁にあったように、ことし改正されて、少しは前進したのかなと思

いますけども、じゃあ地方自治体である糸魚川市は、どういう取り組みができるかということを考

えてみたことがありますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

市としての対策ということであります。 

先ほど答弁にもありましたように、森林整備計画法等の中での森林涵養の保安林指定等の方法は

一部では考えられますけれども、なかなか今現在で糸魚川市としての具体的な対策というのは、講

じていないという状況であります。 

ただ、先進事例等に学ぶときに、例えば北海道のニセコ町等はリゾート地でございます。いろん

な、もちろん置かれている状況は違いますけれども、独自にそういった土地取引も含めた、水の保

全等の町独自の対策に乗り出しているという自治体のことも、現在、勉強させていただいていると

ころであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

今ほど答弁ありましたとおり、北海道のニセコ町は特殊な事情があったからかもしれませんけど

も、既に条例制定をしております。ことしの９月１日施行となっておりますけども、大切な部分は

５月１日からもう施行しております。 

また、長野県の佐久市で７月３０日に、「水を守るシンポジウム」というのを佐久市の市長が音

頭をとりながら行ったということを承知しておりますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 
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斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

今ほどの情報につきましては、まだ把握しておりません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

佐久市でもやはり水源保全のため、これから守っていかなくちゃならない大切な水を、どのよう

に保護しようかと、保全しようかということで、水源保全のための自然環境保全条例というものを

制定しております。さらに外国資本による森林買収に対応するために、佐久市地下水等水源保全研

究検討委員会というものを設置して対応策を検討しております。 

佐久市では、そのほかに広報で、市民に水問題に対する意識を呼び起こす努力をしております。

さらに佐久地域の市町村や関係団体、また、佐久市の趣旨に賛成する市町村と連携して、地下水等

水源保全連絡調整会議というものを設置して情報交換をしております。 

当市でも市民に対し、水問題に対する意識を呼び起こすための広報活動や、山岳地帯でつながっ

ている上越市、妙高市、それから小谷村だとか富山県の朝日町、そういうところに呼びかけをして、

連携しながら水源保護をすることができると思いますけども、そういう考えをこれから持ってやろ

うという意識はありますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

幸い当市は、水資源に恵まれているという自治体の１つではないかというふうに思っております。

しかしながら、いろんなこういった外的な問題が出てきますと、当市も安全だということが言い切

れるかというと、決してそうではないと思っています。 

ただ、今すぐにそういったアクションが起こせるかという部分については、今ここでははっきり

と申し上げることはできませんけれども、それらの情報は的確にまたキャッチしながら調査、ある

いはまた研究が必要であれば研究をするという考えでおります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

先ほど私の言ったような、そんな大それたことをやらなくても簡単な方法は、例えば大規模な土

地取引があるという情報を聞いたら市に知らせてくださいよとか、外国人だとか市外の人たちから、

そういうところを購入したいという話があったら、それも市役所に知らせてくださいよとか、情報

ください。仲介業者の不動産業者にも、そういう情報をくださいと、そういうことぐらいはできる

でしょう。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

倉又議員もご承知のように、土地取引等に関する部分につきましては、大きくは３つがあるとい

うふうに思っています。 

国土利用計画法に基づく届け出、これは都市計画区域であれば５,０００平米以上とか、あるい

は、また都市計画区域外であれば１万平米以上の土地取引が行われる場合は、市を経由して県知事

へ届ける１つの手続がございます。２つ目は、新潟県の大規模開発要綱に基づき事前協議というの

も設けられております。これは２ヘクタール以上という面積要件があります。３つ目は、この４月

に森林法の一部改正が行われておりまして、それに基づくいわゆる新たな森林所有者になった場合

の届け出というのが義務づけされた。 

この３つの行政手続があるわけでありますけども、今ほど倉又議員の言われる、市民からのそう

いった情報をいただくのも、１つの方法ではないかという部分につきましては、これはこの３つの

届け出とは別に、そういった方法も、１つにはやはり有効なことかなというふうに思っております

ので、また持ち帰り、検討させていただきたいというふうに思っております。 

ありがとうございました。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

今ほどの３つの届け出がなされたとして、それを皆さんはそれがどこに位置して、今までだれの

所有であって、だれが今度は取得して、それがどれぐらいの面積があるかというのは、ぱっと把握

できますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

今の私の申し上げた土地取引等については、あくまでも個人情報であります。よって、公開され

るというものではありませんけれども、行政の内部でそういった情報を共有することで、例えば違

法なとか、あるいは目的外の使用とか、そういった部分に指導を加えることができるという部分の

ことで、私のほうで申し上げさせていただきました。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

私の今質問したのはそうことじゃなくて、その場所が本当に水源地地域の場所であるかというこ

とを、行政が把握することができるわけでしょう。その行政が正確な位置だとか面積や何かを、把

握することができるのかと聞いているんですよ。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

今ほどの件については、もちろん届け出があった場合には申請者ともども現地を確認いたします

けれども、土地境界等の部分については、なかなか糸魚川市の森林の所有形態からいたしますと、

難しい部分もあるだろうというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

だから今回は詳しいことをここで聞きませんけども、地籍調査が必要なんですよ、ここでも。今、

詳しいことは聞けないですけど、糸魚川市の地籍調査の進捗率というのは、どれぐらいかわかりま

すか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

本年４月現在で４％であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

それじゃ国の平均、県の平均というのはわかりますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

県の平均は３４％であります。国においては４９％というふうに把握しております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

それだけ聞いても、いかに糸魚川の地籍調査の事業が、おくれているかということがわかります

よね。きょうはそれが中心じゃないけど、また後で、これについてもまたやらなくちゃならないと

思っております。 

それではもう１つ、話題を変えて、今の水だとか、天然水だとか、ペットボトルでミネラルウオ

ーターを売ってますけども、５００㏄の１本の値段というのは幾らぐらいですか。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

申しわけありませんけども、正確にはお幾らということは私のほうから今情報を持っておりませ

んので、お答えできません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

我々が自動販売機で買っても、安くても１００円を下ってないです。１００円から大体１５０円

ぐらいですよね。平均１２０～１３０円としても２本、１リットルで大体２４０～２５０円するん

です。今、円高でガソリンが安くなってもいいのに、なかなか安くなりません。高いといっても

１５０円前後ですよ。じゃあ水のほうが高いんじゃないですか。そういう観点から見れば、金をか

けても人件費をかけても、外国が水を求めてくるというのは、もう当たり前じゃないですか。ガソ

リンより高いんですよ。そういう感覚でものを見たことはありますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田鹿総務部長。 〔総務部長 田鹿茂樹君登壇〕 

○総務部長（田鹿茂樹君） 

お答え申し上げます。 

確かに水は、今、自動販売機等でも売っておりますし、３５０ミリリットルで、当地の「ひすい

ウォーター」も１５０円ぐらいだというふうに聞いております。確かにガソリンより高い値段。外

国では、もうミネラルウオーターを日常茶飯事のように一般の方が持っておられて、日本でもだん

だん、それが普及されてきているという状況でございますし、ガソリンより議員がおっしゃられる

ように、価値観からいうと非常に高いような感じはいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

倉又議員。 

○１８番（倉又 稔君） 

日本の国は温暖で、降水量の多い国なんですよ。今回も台風１２号の水害に遭った人には、本当

に心からお見舞いを申し上げますけど、諸外国ではそれだけ大量の雨が降っても表土を流れて、大

河だとか海へ直接流れるんですよ。ここは広葉樹林がいっぱいあるから浸透させて、ちゃんと水も

小出しに出してくれる。 

そういうところで、日本の全国どこの山へ行っても、どこの谷川へ行っても水が直接飲めるとい

う国は、世界でも数少ないと思うんですよ。そういう意味でも、やっぱり日本の水源地を守るとい

うことを、糸魚川市でも真剣にこれから考えていってもらいたいと思いますので、それを申し上げ

て私の質問を終わります。 
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○議長（古畑浩一君） 

倉又議員の質問が終了いたしました。 

次に、髙澤 公議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

髙澤議員。 〔１９番 髙澤 公君登壇〕 

○１９番（髙澤 公君） 

清生クラブの髙澤でございます。 

一般質問を行いますので、よろしくお願いいたします。 

新たな再生可能エネルギーの取り組みについて伺います。 

再生可能エネルギー、いわゆるクリーンエネルギーは、地球温暖化防止のため、ＣＯ２削減を目

指し普及し始めています。日本は東日本大震災のため電力不足が生じ、再生可能エネルギーが再度

注目されています。総電力の３０％を担う原子力発電は、発電所の定期検査の終了後も、稼動でき

るかどうかわからない状況にあります。今の民意から推し量ると、再稼働できたとしても、近い将

来閉鎖に追い込まれるかもしれません。 

電力不足のリスクから、企業は海外へ進出することを検討し始めました。これは進出ではなく海

外逃避ですが、日本の産業界は大きな岐路に立たされていることになります。生産基盤を海外に置

くことは、とりもなおさず、日本に失業者が増えることとなります。次世代を託す若者たちの働く

場がなくなることは、想像するだけでも背筋の寒くなる思いがいたします。日本の将来がなくなる

のと同じことになるのです。 

私たちは今、電気を節約することから、電気を生み出すことに発想を変えなければならない時と

思います。 

以下について伺います。 

(1) 市は、電力不足の状態をどのように捉えているのか。また、電力不足がいつまで続くと考

えているか。電力不足が影響する事象の予想はどうか。 

(2) 市のクリーンエネルギー対策はどうなっているか。また将来はどうか。 

(3) 電力不足解消には地方自治体も何らかの政策が必要と思うがいかがか。 

以上、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

髙澤議員のご質問にお答えいたします。 

１点目の電力不足の状態につきましては、製造業の操業体制や生産方法の変更、商業、サービス

業の営業時間のほか、従業員の生活に影響を及ぼしているものととらえております。 

また、事象につきましても今申し上げたもののほか、大手企業を中心とした生産拠点の海外移転

が行われ、市内企業の受注にも影響を与えることが懸念されます。 

電力不足の期間につきましては、東北電力管内では原子力発電所の停止のほか、豪雨災害により
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ます水力発電所の停止等もあり、しばらくの間、電力不足が懸念され、厳しい状況にあると認識を

いたしております。 

２点目につきましては、公共施設へ太陽光発電設備を導入してきたほか、市の補助制度によりま

して、一般住宅への設置促進に努めてまいりました。今後、他のクリーンエネルギーにつきまして

も、国や企業の新エネルギーへの取り組み動向を把握する中で、普及に努めてまいりたいと考えて

おります。 

３点目の電力不足に係る政策につきましては、第一義的には国のエネルギー政策の問題ではあり

ますが、再生エネルギーに係る市内企業の技術的参画への支援や、発電整備に係る立地支援は地方

自治体の事務と考えております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

ありがとうございました。 

それでは、電力不足というところから伺っていきたいというふうに思いますが、今回の大震災で

は、「想定外」という言葉がよく使われております。ですが、これはとんでもないことで、要する

に、危機管理ができていなかったことの言いわけではないか、それに尽きると私は思うんですが。

というのは、過去にも何回も同じような、同程度の地震や津波に襲われた形跡がある。しかも一部

には、それを指摘していた、そういう人たちもいたにもかかわらず、そういうものは無視をして、

今の状態を招いてしまった。 

原発災害については、要するにいろんな意見を聞かないで、要するに謙虚な姿勢を忘れて、他人

の意見を無視してやってきた傲慢さが招いた、これは人災ですね、私はそう思います。 

しかし、私たちはそういうことを言っとってもしようがないので、これを１つの契機として、今

後、次の世代に何を残していくか、どれだけ環境に負荷のかからない社会をつくっていくか。そう

いうところを目指して進んでいかなければいけないだろうというふうに思います。 

そこで伺うんですが、それら電力不足ということに対して、市の持っている情報とか、あるいは、

市の認識とか聞かせていただきたいというふうに思うんですが。ほんのこの間、９月２日の日に、

政府は電力使用制限令を解除した。これは新聞に載りましたよね、テレビでも見ましたよね。どう

いうことかというと、いわゆる夏のピーク時を過ぎたから、解除したということなんですが、この

電力使用制限令、これはどういうことなのか。あるいは、この地域で関係するものがあるのかどう

か、そこら辺をちょっとお聞きしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺環境生活課長。 〔環境生活課長 渡辺 勇君登壇〕 

○環境生活課長（渡辺 勇君） 

お答えいたします。 
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電力制限令なんですけども、大口電力事業者、１,０００キロワット以上を超える事業者につい

ては、１５％カットをするようにということを法令で決めて、罰金等はあるということでございま

す。それから当施設の中では、清掃センターが市の施設では該当するということで認識しておりま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

市の施設では清掃センターということですが、この地域の企業ではどうですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 金子裕彦君登壇〕 

○商工農林水産課長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

市内の企業にも今ほど渡辺課長が申し上げましたように、１,０００キロワット以上の大口を使

っている電力の事業者がございます。ちょっと手元に資料がないんで、何社かというのは申し上げ

られませんけれども、市内に大口の電力需要企業がございますので、電力制限令によって影響を受

けているということでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

大口電力使用需要家ですわね、これはもう既に糸魚川でもそういう影響が出とるわけですよ。企

業に電力がいかない、制限されるということは、生産活動にも影響が出てくる。我々一般社会では、

１５％節約しましょうというのは、これは努力目標ですよね。ただ、この大口需要家というのは、

これはもう強制的にカットされるんです、来ないんです。それは需要調整契約というものを結んで

いるから、そういう契約をしてるから、これはしようがないんだよね、もうとめられてもしようが

ない。そういう状況の中で、やはり糸魚川市も電力をある程度ストップされている企業があるとい

うことですよ。これは我々にしてみれば、１５％というのは努力目標だというふうな形でおるけれ

ども、もう実際影響されてる業者がおるということですよね。 

そういう中で、非常に産業にも何も大変な影響があるというふうになっておるわけですけれども、

じゃあ今解除されたということなんですが、毎日、毎日新聞に出てくる、「天気予報」じゃなくて

「電気予報」というのが出てきますよね。あれの余裕電力というのは、どのようなバランスでなっ

ているのか、そこら辺はどうですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺環境生活課長。 〔環境生活課長 渡辺 勇君登壇〕 

○環境生活課長（渡辺 勇君） 



－ 267 － 

＋ 

今、東北電力管内では、約８０万キロワットぐらいが余裕電力だということで、瞬間的に午後何

時台に、何キロワットが供給能力の目いっぱいで、そこから１５％をカットしますということで、

瞬間的な要はキロワットということで、平均を通じた１日当たりの電力でないということを認識し

ております。要は、最大供給能力の８０万キロワットぐらいは、今、余裕あるというふうに認識し

ております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

今、渡辺課長がお答えになりました最大供給能力というのも、これは電力会社がそれぞれフル活

動しとるわけじゃないんですよね。きょうはここをとめる、きょうはここをとめるというような形

で調整をしていった中で、最大供給電力ということで出てきとるわけですよ。 

８０万キロぐらいの余裕があるということなんですが、８０万キロというのは、いわゆる原子力

発電、平均すりゃ１基分ですわね、１基分ですよ。それが今、原子力発電がいいかどうかという論

議は別にして、今、全国に５４基あるわけですから、それが大体平均すると１００万キロ前後、

１つとまると、その余裕も、もうなくなりますよという数字なんですよ、これは。 

すべてそうですよというわけじゃないですよ。先ほど申しましたように、電力会社も全部の発電

所をフル活動させてるわけじゃないですから、それでもやはりそうやっていかないと、電力供給も

できないんですよね。休むとこは、やっぱり休まなきゃいけないということですから、そうします

と、今、原子力発電が１基とまると、ちょっとやばいよという話になるわけですよね。原子力発電

については、再稼働できるかどうかというものも含めて、どのような認識でおられますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉岡市民部長。 〔市民部長 吉岡正史君登壇〕 

○市民部長（吉岡正史君） 

原子力発電所につきましては、一部、北海道等では再開もされたとこもありますけども、やはり

国民の納得を十分得なければならないということで、各社慎重に対応されとるようです。したがい

まして、原子力の稼働というものにつきましては、先行き非常に厳しい状況であるというふうに認

識をしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

今、日本の総発生電力で、その中で原子力発電が占めるものというのは３０％ありますよね。そ

れが今後、再稼働できないリスクというのは、最悪の場合を考えていかなきゃいけないわけで、例

えば原子力発電が再稼働できないということになると、先ほど話した電力使用制限令というのが、

ことしの冬の暖房に使うとき、あるいは来年の夏のピーク時にどうなるんだ。そういうものは、ど

ういうふうに予想されますか。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉岡市民部長。 〔市民部長 吉岡正史君登壇〕 

○市民部長（吉岡正史君） 

いわゆる定期点検でとまった原子力発電所が再稼働されないということで、先ほど議員さんもお

っしゃられたように、１基当たり大体１００万キロワットからあるわけです。それが１基ずつ、と

まっていくということになりますと、それにかわる大規模な電源というのはないわけであります。

したがいまして、国のほうでは民間に呼びかけて、小さな発電機を設置したり、あるいは休止した

ものを動かすというようなことをしとるわけですけれども、それにもやはり一定の経費も、それか

らエネルギー効率も悪いわけですし、それから、また時間もかかるわけです。そういった中で、当

面はやはり今夏のような状況が、冬についても続けられるのではないかというふうに予測しており

ますので、私どもといたしましても、やはりこの夏のような工夫が必要であるというふうに思って

おります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

この夏のような工夫が必要だと思ってるという答弁ですが、この夏には動いていた原子力発電所

があるんですよ。それで長いスパンで見ても、来年の３月までに全部とまるんです、原子力発電は

全部とまるんですよ。そうすると、３０％なくなるんですよ。再稼働できるかどうかというところ

にかかってくるわけですが、再稼働のクリアというのは、どういうものがあるんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉岡市民部長。 〔市民部長 吉岡正史君登壇〕 

○市民部長（吉岡正史君） 

やはり国民の、あるいは県民のと申し上げればよろしいでしょうか、そういった運転再開に向け

た合意といいますか、そういう世論ができないと、実際に同意をするそこの首長さん、いわゆる市

町村長、あるいは県知事が、同意を出せないというふうに思っております。したがいまして、そこ

が得られなければ、やはり電力会社も再稼働できないというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

先ほど吉岡部長が言われましたように、再稼働というのは、今は非常に厳しい状況ですよね。今、

部長が言われたように。要するに住民の意見というものも、これは大変大きなファクターだろうと

思いますけども、まず菅前首相が、原子炉全体にストレステストをやりなさいということを言いま

したよね。これは今までの年次検査にプラスです、大変なこれ検査なんですね。それをやって、今

までの検査の過程にそれを加えて全部やった段階で、国の原子力安全委員会と原子力安全・保安院、
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プラスＩＡＥＡの検査を受けなきゃいけない。それをやって、さあどうですかと、今度はみんなに、

国民に投げかけなきゃいけない。そういうことをやっとると、検査が全部終了した、もうあしたか

らでも動かせるよという原子炉でも、なかなか再稼働はできないということですよね。そうすると、

来年の夏は大変なことになる。 

これは国民のアンケートでいうと７０％近い人が、原子力は要らないという人と、危険だからも

っと様子を見ようという人なり、あるいは何年後にはなくそう。要するに、要らない、なくそうと

いう人たちの意見が７０％あるんですね。そうすると、なかなか稼働はできない。そんなところか

なというふうに思うんですが、そうすると今度は、来年の夏は、１５％を努力目標ですよというこ

とではなくて、計画停電になっていくんではないか。もちろん使用制限令ということで、企業に流

れている電気も、ことしの夏よりも、もっと多く削られるでしょうね。それで一般の国民なんかも

計画停電で、電気はとまりますよというような格好になっていくかもしれない。それは一般住民に

ついては、こういうことを言えば悪いんですが、私も含めてですよ、まあ我慢しなきゃいけないな

という部分もあるかもしれない。 

ただ、企業についてはどうなると思いますか。盛んに今、企業の空洞化ということが言われてい

ますが、電力不足に加えて、今、円高で、日本で物をつくるより、外国でつくったほうがいいって、

どんどんどんどんもう出て行きますよね。そこら辺はどうですか、どういう対策が必要だ。それは

国でなくて糸魚川ですよ、糸魚川で何かできることは何だろうって考えたことはありますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

本間副市長。 〔副市長 本間政一君登壇〕 

○副市長（本間政一君） 

髙澤議員からいろんな心配をいただいておりますが、やはり電力については、国、あるいは電力

会社が、これまで責任をもってきたという安心感のもとで、市民あるいは企業が取り組んできたわ

けですが、この原発事故等が発生してから、やっぱり大変な制約、あるいは制限を受けてるのは間

違いないと思ってます。 

最近の報道だと夏だけでなくて今冬から、冬になると朝から１日中、電気が足りなくなるような

状況になるということを危惧されとるわけですので、やはりそこら辺は１つの自治体では、なかな

か解決できないと思っていますので、国から早く一定の方針なり、指示をいただくのが一番だと思

っていますが、市でできるものは何かということをまた市民に呼びかけ、あるいは、いろんな協力

体制があるんだろうと思っています。そこら辺はもう少し、今回の夏場の取り組み等を参考にしな

がら、いろんなところに協力をお願いをしていくのが、まずは第一かなというふうに思っておりま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

何ができるかと言っても、今、大変難しいことでね、何ができるなんていう答えは、なかなか出

てこんと思いますね。私も言いながら、自分自身もわからないというところですよ。 
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ただ言えることは、そういう世の中がきますよということを、私はもっと細かく市民に教えるべ

きだと思う、絶対それは必要だと思いますね。もう来年の夏には、ことしの夏のようなわけにはい

きませんよと。そういうことをやっぱり教えていかなきゃいけない。そうしないと、そのときにな

ってぶつかったときに、いろんな問題が出てくると思います。ぜひリスクですから、最悪に近いこ

とをやっぱり教えていかなきゃいけないわけですよね、そういう活動をしてもらいたい。 

それと小さいことですが、糸魚川総合病院には、どういうふうなコンタクトをとって話をしてい

ますか。電力がなくなって困ってくるのは、もちろん一般住民もそうですが、工場とか金融機関と

か病院とか、そういうとこなんですよね。病院には何かコンタクトをとっておりますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊奈健康増進課長。 〔健康増進課長 伊奈 晃君登壇〕 

○健康増進課長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 

今回の節電に関しましては、計画停電を含めまして病院は除外されとったんですが、そんなこと

もありまして、特に糸病と市とでお願いやらはしたことはございません。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田鹿総務部長。 〔総務部長 田鹿茂樹君登壇〕 

○総務部長（田鹿茂樹君） 

お答え申し上げます。 

今、伊奈課長が、こちらの市のほうから直接的に、お話をした経過はないというお話をさせてい

ただきましたが、東北電力さんとの情報交換の中では、電力側のほうで糸魚川総合病院さんと、病

院関係は本当に貴重な施設でございますので、電気の停電をしないような方向での話を、独自で電

力さんはされておるという情報は聞いております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

今の問題と直接関係がありませんが、先ほど私が言ったように、市民にわかるようによく説明し

てくださいよという、そういう思いと一緒です。心配りです。あれだけ一生懸命やってくれる病院

ですよ、今、能生の診療所のほうでも、糸魚川総合病院はあんなに忙しいのに面倒をみてもらって

いる。そういうとこには、やはり懇切丁寧にコンタクトをとって、どうですか、不自由はありませ

んか、何かやることはありませんかぐらいの調子で、やっぱりコンタクトをとっといてもらいたい。

この問題に直接関係ないんで、それでとどめますけれども。 

非常に電力が危機的状況にあるということは、お互い同じ認識であるというふうに私は思います

し、８月２９日に政府が発表した今後３年間の対策として需要構造の改革、需要構造の改革ってい
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のは我々のほうですよ、受けるほうですね。何とかしなさいよ、変えていきますよということです

よ。 

それと供給構造の改革、これは電力会社に当たるし、あるいはまた今の再生可能エネルギーをふ

やしていくというふうなものも含まれておりますわね。 

それと電力システムの改革、これは全国に張りめぐらされている送電網とか、そういうことにな

ると私は思います。電線の全部国有化みたいなことも言われておりますけども、そこら辺が入って

くるんではないか。 

それと４番目に、再稼働を含めた原子力安全対策の加速、それと安全が確保された原子力の再稼

働を進める。これはやっぱり国も、とりあえずは原子力を動かさなきゃ、もうどうにもならんとい

うことなんですね。この４番目に対してだけ、その付議事項がついとるんです。 

そんなことで非常に厳しい状況にあるということで、２番目の市のエネルギー対策について伺い

たいと思います。 

再生可能エネルギー、あるいは新エネルギー、あるいはクリーンエネルギーなど、さまざま表現

されていますし、電力を発生させる方法もいろいろとあるわけですね。最初は、そういうクリーン

エネルギーについてはＣＯ２を削減ということで、温暖化防止ということで、これはもう１０年以

上前から、平成１０年ぐらいから、だんだんだんだん具体的になってきたわけなんですけれども、

糸魚川市以外のほかの自治体では、市の総合計画の中に入れたり、あるいは、その市、その市に合

った、こういうビジョンですよという、何々ビジョン、何々計画というふうなものの中に入れてい

ったり、いろんな形で取り上げて、取り組んでおるわけですよね。 

震災後は、その必要性が非常に高まってきたということなんですが、政府は震災後、電気事業者

による再生可能エネルギー電気の調達に関する特別措置法案、これは平たく言えば買い取り法案で

すわね、それを可決しました。何でか。要するに、再生可能エネルギーをふやそうということです

よ。買い取り価格は、これからどうなるかということは、これからなんですが、そんなところでこ

ういう買い取り法を成立させたんですけれども、この買い取り法というのは再生可能エネルギーを

取り扱っている国、全世界にありますが、そのうちの８０％はもうやっとるわけですよね、日本は

おくれてるぐらいなんです。今そういうものを、いろんなものを手当てしながら、今、考えられる

再生可能エネルギー、発電方式を試してるというか、あるいは試されとるというか、そういう時代

に入ってきてると私は思います。 

それで市は、どういうふうな構想を持っておるか。いろんな方法がありますよね、電気を起こす

方法も。それで例えば風力だとか、太陽光だとか、地熱、水力、バイオマス、いろいろありますけ

ど、糸魚川市はこれらその再生可能エネルギー対策をすべてやれる地域なんです、自然環境として

やれないものはないんだ、地熱もやれるんです。そういうものを１つ１つどのように検証して、対

策を練ってきたか伺います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉岡市民部長。 〔市民部長 吉岡正史君登壇〕 

○市民部長（吉岡正史君） 

この再生エネルギーにつきましては、今現在、市が実施しているのは太陽光利用と太陽熱利用で
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あります。そのほかのエネルギーにつきましては、以前、いろいろ研究をしたものがございます。

そういう中で、やはり今までは経済性だとか、効率性だとか、こういった観点から見て、なかなか

実用化ができなかった。あるいは、企業さんもなかなか取り組めなかったというところがあります。 

今ほど議員さんがご指摘されたように、太陽光のほかに例えば市ではマイクロ水力だとか、ある

いはバイオマスだとか、こういったものが提案され、また、専門家からもそういうものは糸魚川市

では可能性があるよというふうには言われてきましたが、今ほど申し上げたような理由から、なか

なか進まなかったというのが現実でありました。 

今後、まだ今のこの買い取り法案に基づいて、どのような電気が幾らで買い取られるかと、こう

いったものを見る中で、糸魚川市として有利なものから、取り組んでいけるようにしなきゃならな

いというふうには考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

部長、あんた風力忘れてない。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉岡市民部長。 〔市民部長 吉岡正史君登壇〕 

○市民部長（吉岡正史君） 

すみません。風力も取り組んでおりました。しかし、先日も能生事務所長が答えましたように、

今まで買い取り価格が低かったわけです。そのために、なかなか今設置されとる以上に、さらに増

設というのが当市でも進まなかったし、お隣の上越市もなかなか進まなかったというものがありま

した。 

また、地熱につきましても私どもも研究もしました。ただ、実際には下早川等で、多少の地熱を

冷暖房に利用してるという事例はありますけれども、電気を地熱からつくるというのは、具体的な

ものについては、市としてはまだ進んでこなかったというような実情がございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

風力というのは雷のようなもので、この北陸地方にはあんまり向いていないとかって言われてお

りましたよね。一定した、安定した電力というのもなかなか得られない。日本全国で、風力で黒字

になってるとこはないとも言われてるんです。 

だけども再生可能エネルギーが必要だよ、企業として、営業活動として必要だよではなくて、こ

れから負荷のかからない環境をつくっていくために、次世代の子どもたちのためには必要だよとい

うことになれば、能生の風力は２基ありますよね。あれ１基に避雷針が１基なんですよ。あの横に

もう１基つけるということは、建築するということは考えたことありませんか。避雷針の費用対効

果ということを考えても、並べてつければ１本の避雷針で雷は防げるわけですから、そういうふう
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な利用方法って考えたことないですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田鹿総務部長。 〔総務部長 田鹿茂樹君登壇〕 

○総務部長（田鹿茂樹君） 

お答え申し上げます。 

確かに議員がおっしゃられるように、あの風力１基に避雷針が１基ついております。避雷針が保

護できる範囲というのは１本の避雷針に対して、６０度の角度というふうに言われております。し

たがって、その横に、６０度の角度の範囲に、また風力発電を設置することが可能であれば、その

方法も考えられますが、やっぱり避雷針を１基つけて、さらに隣に風力発電をつけようとすると、

また、さらに避雷針が１基要るような形になろうかと思います。 

そんな関係で、今、議員のおっしゃられたように風力発電の１基の隣に、また風力発電を考えた

ことがあるのかというご質問でございましたが、我々としては、そこまでは考えておりませんでし

た。確かに雷に弱いというのと、今、議員がおっしゃられる風に、やっぱりどうしても左右される

というのが、風力発電の弱いところかなというふうに思っております。現状では今２基、何とかフ

ル活動しながら、採算性はちょっと厳しい状況だというのは認識いただいてると思いますが、隣に

もう１基、風力発電というのは考えてございませんが、さらにつけ加えることができるのかどうか

は、研究の余地はあろうかと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

今、能生へ行ってみると避雷針が立っていて、横に風力発電が立っている。同じ距離で反対側へ

つくれば、同じ６０度になるんじゃないですか。これやっぱり避雷針に対する費用対効果を考えて

も、私は必要だと思うし、今後、新エネルギーをふやしていくということについても、私は真剣に

考えなきゃいけないんではないかなというふうに思います。ぜひ考えていただきたい。 

ソーラーについては、先ほど市の補助金もあって、民間にも少しふえておるというふうな状況で

すが、これからは意識的にふやしていかなきゃいけない、私はそういうふうな時代になっとるんだ

というふうに思いますが、そこら辺の見解はどうですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

東日本大震災以降、エネルギーに対しては非常に今、関心が高まってまいっております。我々は

そういった意味でも地方自治体としてもその辺の責任、また、その辺に力を入れていくことも必要

だと思ってるわけであります。 

ただ、今、我々といたしましても、いろんなものの可能性がとらえられるわけでございますが、



 

－ 274 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

新エネルギーは、やはり初期投資が結構高いわけでございまして、採算性というものを今までとら

えて、なかなか進まなかったのも実情であるわけでありますが、今、国のエネルギー政策、また動

向が変わりつつあるわけでございますので、そういったところを見据えながら、やらないといけな

いのかなと思っております。 

一番やはり今取り組めるのは、太陽光が一番実用可能かなと思っております。風力発電は、どう

しても我々北陸のほうでは少し維持管理、修理費が非常に出てきてるわけでございまして、なかな

かうまくいってないのが実情であります。岩手県みたいなところは、いいというお話も聞いておる

わけでありまして、そういった地域性もある。そして、また地熱におきましても、今までは取り組

めなかったけれども、今言ったように国の考えが変わることによって、我々も取り組めるんではな

いか。また、水力も非常に水が資源としては豊富なところでございますので、取り組めるのかなと

思うわけでございますが、これまた非常に高額な初期投資もかかるということであるわけでござい

ますので、そういったところを我々は見据えながら、国の考え方、またそういったものと一体とな

って取り組まないと、ただ市だけでは少し今の状況の中では、厳しい状況がありますので、国、県、

そして各市町村との連携の中で、これから取り組まさせていただかなくてはいけないんだろうと思

ってる次第であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

今、市長は水力にまでお答えを広げていただきましたが、水力に入りますと、水力というのはや

はり糸魚川のように、急峻な勾配をもった河川がある、一番適してる地域なんですよね、環境的に

は。それで０メートルから３,０００メートル級の山があって、雪解け水なんかもずっとある。水

量についても、そう心配することがない。それで急峻な地形であってその落差を利用できるという

ことになれば、水力というのは糸魚川市には、自然環境的には一番向いとるんですよ。 

これは今、市長がおっしゃいましたが、初期投資がちょっと大きいんじゃないかという話、それ

は確かに大きいんですよ。だけども１回設置してしまうとコストがそんなにかからない、ランニン

グコストが。それで２４時間これ稼働するんですよね。風力は風がなかったら動かないし、太陽光

は夜になりゃだめだし、この水力は２４時間ですよ。地形的にもすぐれている。 

ただ、１つ問題なのは、先日もどなたかのときに言いましたが、水利権というものがあるんです

ね。水利権、要するに河川、あるいは用水という部分では、何とかこれなりませんかね。要するに

大きな発電所というのは、法律で非常に難しい中に含まれとるんですね。だけど小水力というのは、

普通の電気と一緒なんですよ。だから、そんなに難しい免許も要らないし、あとはその水利権の問

題なんですが、水利権というのは、どうにかなるもんじゃないんですか、どうですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 
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現行の法の中では、非常に厳しい状況にあるわけでございますが、新エネルギーという１つの取

り組み方の中においては、人がつくる法でございますので、いかようにもなる部分もあろうかと思

うわけであります。そういったときに、やはり特区的な事柄の中で進めることも、私は可能でなか

ろうかと思うわけでありますが、しかし、これは水利権でございまして、非常に農耕の中では重要

な位置を占めるものでございまして、以前からのいろいろ地域でのトラブル、まだまだ解決してな

くて、今、平行線である部分もあるわけでございますので、やはり法整備というものが必要になろ

うかなとは思っております。 

また、もう１つ今ほど議員ご指摘のように、非常に初期投資をかけてしまえば、後はあまりかか

らないんじゃないかなというお話をいただきました。私も当初、そのような気持ちもあったわけで

ございますが、しかし当地域は非常にメンテナンス、ランニングコストもかかるというのも聞いて

おるわけでございまして、その辺もこれから取り組む中においては、いろいろと調査をしながら進

めていきたいと思っております。 

しかし規模によっても違ってくるんだろうと思うわけでございまして、そういった調査をする中

で、今までは地熱の調査をいたしておるわけでございますが、水力の調査というのはまだしてない

わけでありますので、そういったところを私たちは、まず調査をしっかりしてかからなくてはいけ

ないんだろうと思ってる次第であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

１つの例があるんですが、４万５,０００キロワット発電する水力、これは小水力ですね、そこ

でイニシャルコストは少しかかりますけども、ランニングコストと合わせて１基につき年間１５万

円か１６万円らしいですよ、管理費みたいなものは。ただ、設置費に少しかかるというだけの話で

非常にコストは少ない。しかも２４時間、これは安定的に発電するということで、少し真剣にとら

えていただきたい。糸魚川の地形には最適な発電だというふうに思います。 

それともう１点、バイオマスがありますね。バイオということで地元の企業もやっておりますけ

れども、これは量的生物資源というんですね、要するに木くずみたいなものもありますが、生ごみ、

あるいは牛馬のふん尿というふうなものもあるわけですよね。これは今までいろんなことを言って

きましたが、発電方式の理想だと言われてますよ、バイオは理想である。 

というのは要するに建造費も安い、要するに設置費も安い。それで燃料もほとんど無尽蔵にある

というところなんでしょうね。維持費が安い、そうすると電気のコストも安いということですから、

理想の発電方式。これは今どうのこうのということでないんですが、今話題になっている中間処理

場、ごみの、それにも１つ大きな選択肢として入っていくんではないかというふうに思っておりま

すので、バイオもぜひ研究していただきたいというふうに思います。 

それと先ほど来、部長、あるいは市長のほうから設置する費用、これは財政的なことも考えてい

かなきゃいけないんですが、設置する費用がかかるということ。これはローカルマネーということ

を考えたことございますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（古畑浩一君） 

吉岡市民部長。 〔市民部長 吉岡正史君登壇〕 

○市民部長（吉岡正史君） 

新聞等でそういう情報は読んだことがありますが、当市でまだそういうものを取り組んだ経緯は

ございません。 

今後、そういうことができるかどうかというのは、ちょっとなかなか、私、今すぐお答えするこ

とは難しいんですけれども、そういう地域の皆さんからいろいろ出資をしてもらうという方法もあ

る、そういう事例はあるということは聞いております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

ローカルマネーというのは、要するに地元の企業、あるいは住民の持っとるお金ですよね。それ

を吸い上げるということは、要するに自治体が、糸魚川なら糸魚川市が、どれだけ皆さんに魅力の

あるようなビジョンをつくって、将来のために糸魚川市はこうするんだというビジョンをつくって

協力してくださいよと、そこから始めなければいけない。まず、そういう計画をつくらなきゃいけ

ない、ビジョンもつくらなきゃいけない、そこから始まるんですね。 

山梨県の都留市では水力発電をやっていますが、これは市債を募っているんです。都留市の要す

るにビジョンを説明して市債を募ったら、何と必要金額の４倍応募者があった、抽選してやっても

らったということですよ。 

ローカルマネーというのは、やはりこれから真剣に考えていかなきゃいけない。それは市債です

から返さないといけない。市はどうしたか、国債を買っているんですね、利率のいい国債を買っと

るんですよ。それで返済するときに市が０.１％上乗せして出しているんです、それだけなんです。

例えば３,０００万円集まったって、市が払う０.１％って３万円ですよ。それで３,０００万円集

める。３億円集めたって３０万円ですよ。そういう形で、ローカルマネーを集めていかなければい

けないと私は思いますよ。そうすると、財政問題もクリアしていくんではないかと思います。それ

には市がどういうビジョンを立てるかということなんですが、そこらに対してはどう思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

非常にいい１つの施策だと私はとらえるわけでございまして、我々は非常に資源が豊富な市でご

ざいまして、先ほど言いましたように、いろんな調査をする中で何がいいのか。やはりリスクも背

負うわけでございますので、あんまりリスクを本当にそういう形にならないようなものに取り組ま

なければいけないし、また、かなり将来にわたって持続しなくちゃいけないわけで、短期なわけで

はいけないと思っとるわけでありますので、そういったところをこれからの中で、このクリーンエ

ネルギー、そして電力の問題の中でとらえていきたいと思っております。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

今、糸魚川市は、何をやるにしても金がない金がないという話なんですが、１つローカルマネー

ということも考えていただきたいと。それを集めるには、まず市が非常に魅力的な計画を立てるこ

とが必要なんだということですよね。 

それともう１つ、クリーンエネルギーの発電所、あるいは発電箇所、発電機具を取りつけてやり

ますよね。私は市はもうける必要ないと思うんですが、どうですか。それは民間企業ならもうけな

きゃいけない、市は私はもうける必要はない。やれば４０年ぐらいのスパンの中で、それは電気料

として返ってくるわけですよ、そうでしょう。ほかの施設は何十億円かけても、５０年ぐらいで建

てかえしなきゃいけない。また金を継ぎ足さなきゃいけない。そうじゃなくて、この発電所的なも

のは、４０年ぐらいたてば元取れるということですから、私は赤・黒トントンでいけばいいんでは

ないか。市はもうける必要はないと私は思いますよ。 

市は環境を買うんだというふうな、将来を託す子どもたちのためにやるんだというふうなことで

やれば、私は気楽にやれるんではないかと思います。ローカルマネーのことも含めて、ひとつ真剣

にこれから取り組んでいただきたいと思います。 

一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（古畑浩一君） 

以上で、髙澤議員の質問が終了いたしました。 

暫時休憩をいたします。 

再開を２時３５分といたします。 

 

〈午後２時２０分 休憩〉 

 

〈午後２時３５分 開議〉 

 

○議長（古畑浩一君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

次に、古川 昇議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 〔８番 古川 昇君登壇〕 

〇８番（古川 昇君） 

市民ネット２１、古川であります。 

発言通告書に基づきまして１回目の質問を行います。 

１、介護保険の取り組みの現状と課題について。 

介護サービスの基盤強化のための介護保険法の改正が６月１５日に国会で成立をいたしました。 
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昨年１１月３０日に介護保険制度の見直しに関する意見報告がまとめられてから半年というスピ

ードであります。特に、第５期介護保険事業計画を平成２３年度内に策定するためにサービスごと

の整備量や介護保険料を決定する等の重要課題があったため等、その方向性を示すことが急がれた

ものと思われます。 

糸魚川市の現状と改正された介護保険法のポイントについて伺います。 

(1) 日常生活圏域ニーズ調査の回収率と生活実態、在宅介護、要支援調査の満足度と傾向につ

いて。 

(2) 介護保険料の改定と見通しについて。 

(3) 「地域包括ケアシステム」の提言とその必要性について。 

(4) 介護施設の人員確保と労働環境について。 

２、廃校校舎、跡地の有効利用と将来について伺います。 

小中学校の存在は地域の拠点的な施設であり地域社会の中心であります。学校の施設自体が存在

するだけでその地域の活性化に繋がっていく基盤であります。 

しかし全国的にも過疎化、少子高齢化、若者の都市部への流失や市町村合併の影響により多数の

学校が廃校となっています。生徒数の減少をもって性急かつ直接的に決めるのではなく地域条件、

要望を組み入れ地域固有の解決策を探ることが重要であります。 

糸魚川市にあっても過去多くの学校が廃校となりました。利用された建物、跡地もありますけれ

ども、現在未利用の施設も多く存在をしていると思います。 

地域活性化に向けて高齢化が待ったなしの段階でその対策についてお伺いをいたします。 

(1) 現在、廃校となっている学校施設の現状について。 

(2) 今まで廃校となった学校の数とその教育文化財産の存在と、それから保存についてお伺い

をいたします。 

(3) 利活用として「恒久的施設としての活用対策」をとっておられるのか、あるいは「イベン

ト目的の短期的活用対策」でやっておられるのか、現段階での方向をお聞きしたいと思いま

す。 

(4) 近い将来、少子高齢化、過疎化等、児童・生徒減少による休校あるいは廃校となる危険性、

見通しについてお伺いをいたします。 

３、電動車いすについてであります。 

最近、電動車いす（自操用ハンドル形）が急激に増えております。 

高齢になって足腰が弱くなり、歩行が困難になってきた時にとても便利な乗り物であると思いま

す。買い物、農作業、趣味やお付き合い等、高齢者の社会参加手段として普及をしております。 

免許やヘルメットも必要のないことから手軽に乗れることも普及に拍車が掛かっている要因と思

います。高齢者の積極的な外部との関わりや諸活動への参加を促していることもあって電動車いす

は有効なものといえると思います。 

しかし、その普及が問題をはらんでいることも事実であります。トラブルや交通事故が年々増加

傾向にあります。 

交通社会にあって、その存在が「安全、安心、快適」な乗り物として確保されるよう以下伺いま

す。 
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(1) 歩道整備、それから側溝、段差解消などの環境安全対策について。 

(2) 電動車いす利用者のルール・マナーの周知、安全教育について。 

(3) ドライバーへの交通参加意識と注意喚起について。 

以上で、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

古川議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、要介護、要支援高齢者、及び要介護認定されてない高齢者

３,０００人に調査票を郵送し、およそ７割の回収率であり、現在集計作業を行っている状況であ

ります。 

２点目につきましては、第４期のサービス利用実績から上げざるを得ないものと考えております。 

３点目につきましては、介護、医療、予防、生活支援、住まいの５つのサービスを、切れ目なく

提供することが求められており、高齢者が可能な限り住みなれた地域で、それぞれの能力に応じ、

自立した日常生活を営む上で重要なものと考えております。 

４点目につきましては、２１年度からの介護職員処遇改善交付金により賃金が改善されていると

ころであります。また、賃金水準だけではなく、働きやすい環境の整備などについて、事業所に対

して指導してまいりたいと考えております。 

２番目の廃校校舎跡地の有効利用と将来についてのご質問につきましては、この後、教育長から

答弁いたしますので、よろしくお願い申し上げます。 

３番目の１点目につきましては、新たに歩道を整備する際には、新潟県福祉のまちづくり条例整

備マニュアルに基づき施工いたしております。今後も可能な限り安全対策に配慮した道路整備を進

めてまいります。 

２点目と３点目につきましては、電動車いすの利用者である高齢者を対象といたしました交通安

全教室や、老人クラブを通じてルールやマナーの周知と安全教育に努めるとともに、市の広報紙や

ホームページで注意を呼びかけてまいりたいと考えております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

竹田教育長。 〔教育長 竹田正光君登壇〕 

○教育長（竹田正光君） 

古川 昇議員のご質問にお答えいたします。 

２番目の１点目につきましては、現在、廃校として管理しています施設は、歌外波小学校、中早

川小学校、旧根知小学校、山之坊小学校、小滝小学校であります。 

これらの施設につきましては、定期的な巡回やグラウンドの除草など、施設の保全管理を行って

おります。 
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２点目につきましては、廃校となった学校の数について、市町合併の時点では７校であり、作詞

者直筆の校歌などは、統合先の学校等で保存しております。 

３点目につきましては、廃校のうち歌外波小学校は、恒久的施設として活用策を検討しておりま

すが、他の４校は建物が老朽化しておりますことから、地元との調整を図りながら取り壊しの方向

で進めてまいりたいと考えております。 

４点目につきましては、庁内に学校適正配置等庁内検討委員会を設置し、児童生徒の適正な学習

環境を整備するため検討を始めたところであります。 

将来的には審議委員会を組織し、地域や保護者のご意見をお聞きし、方向を決定していきたいと

考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

２回目の質問に移りたいと思います。 

今、市長からお聞きをしました回収率の問題でありますけれども、正確に言いますと今言った

７割、７０％の回収率であったいうことでありますけれども、過去にこのような保険料のアンケー

トをやられたかというふうに思いますが、過去の実績値からして今回の７０％という回収率ですね、

結果判断をお聞かせいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

池亀福祉事務所長。 〔福祉事務所長 池亀郁雄君登壇〕 

○福祉事務所長（池亀郁雄君） 

前回は、第４期の計画でございました。そのときの調査につきましては、同じく一般高齢者

１,５００人、それから要介護認定者１,５００人、合計３,０００人、これは一緒でございます。

合計で３,０００人のうち前回は７７.３％の回収でございました。今回７０.１％ということでご

ざいまして、７％ほどの減少でございます。 

それからその原因ということでございますが、今回、国の調査の内容に加えて、前々から糸魚川

市独自で追加でしておりましたものを加えておりますので、ページ数からしましてもふえておりま

す。そんなことから、ご協力いただけない面もあったのかなということでございまして、それにつ

きましては７０％の回収でも、計画に十分反映できるかなというふうな思いであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

この日常生活圏域調査、中身は２つありまして、６５歳以上の一般高齢者の方々、それから今、

介護を受けている方々、あるいは介護者、両方あったわけでありますけれども、この一般高齢者の

方からいいますと生活実態、あるいは健康調査ですよね、あるいは行動範囲、これを把握をして、
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極めて重要なアンケートであったというふうに私は思っております。加えて介護保険料の負担心理、

ここのところも皆さんの気持ちを問うていたかに私は思っております。 

この調査の下がった原因ですよね、今少し言われましたけれども、本当にそういうことであった

のか。もう１つは、今回の調査目標を何％ぐらいに置かれたのか、その上で取り組まれたのか、お

聞かせをいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

池亀福祉事務所長。 〔福祉事務所長 池亀郁雄君登壇〕 

○福祉事務所長（池亀郁雄君） 

お答えをいたします。 

前回７７％という数字でございました。その前後というふうに当初はとらえておりました。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

７.２％下がったということでありますけれども、その目標に対して取り組み方は、本当に万全

な体制、意識づけがなされていたかというふうに私は問いたいと思うのであります。今回の調査を

考えたときに、今まで４期、あるいは５期になれば、もっと厳しいという状況が、もうわかり切っ

ていたわけでありますよね。 

３月に私が質問いたしましたら、市長は介護保険事業第５期の基礎データになるもので、大変重

要なものであるというふうに回答されているわけであります。そうしますと今までと同じようなア

ンケートの仕方ではなくて、こちらの問いかけのほうから１枚何かを入れて、これは非常に大事な

もんですよというような、そういうような工夫なり、あるいは対策、こういうのを初めから考えて

取り組まれていたものかどうか、お伺いをしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

池亀福祉事務所長。 〔福祉事務所長 池亀郁雄君登壇〕 

○福祉事務所長（池亀郁雄君） 

お答えいたします。 

介護保険制度ができて１０年を迎えとるわけでございますが、今までの経緯、それから高齢者の

サービスを受けている方々のご意見等が、これからの計画に大変重要であるということでありまし

て、それらのアンケートの重要性を入れながら、アンケートの回答にご協力をいただきたいという

ことで、お願いを申し上げたところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

アンケート対象者、今３,０００人というふうにありましたけれども、２つに割って１,５００・



 

－ 282 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

１,５００という段階でありまして、一般高齢者からいたしますと対象が１万２,８００、これぐら

いいたわけでありますが、８００人ということでありますけれども１,５００、これは少ないんで

はないかということで前々回でも指摘をいたしましたが、３月の私が質問をした中で、こういうふ

うな回答がございました。 

今後、高齢者の増加、要介護者の増加、保険料の値上げということですよね。それから施設増加

要望、これが右肩上がりにふえていく状況を見たときに、果たしてこの制度が、このままもつのか

どうか、大変厳しい問題があるというふうに認識をしている、そのような回答をされているわけで

すよね。ですから皆さんの側のほうでは、これは認識はもうきちっとされていたということで、私

は思うんでありますけれども、下がったという結果からすれば、この低下を招いた原因は危機感の

認識不足、どこかにやっぱり１つあったんではないか。単に国からの指示で、取り組みという感覚

があったんではないかというふうにも思います。 

糸魚川は全国よりも高い介護の負担で維持をされているというところでありますけれども、認識

の緩さがあったんではないか。この点について、もう１回お伺いをいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

池亀福祉事務所長。 〔福祉事務所長 池亀郁雄君登壇〕 

○福祉事務所長（池亀郁雄君） 

糸魚川の介護保険料の単価が周りよりも高いという状況がございますが、サービスの上昇により

まして、どうしても介護保険料に反映してまいります。それと施設整備が進むほど介護保険料に影

響するということでございまして、これはアンケートに限らずでございますが、介護保険制度のこ

れからのあり方について、私どものほうでは慎重に、いい計画をつくっていかなければならんとい

うことで進めてまいっているものでございます。高齢者の方々にも、その点ご理解いただくように、

アンケートのほうでもご協力いただいているところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

それから中身についてでありますけれども、今の回収率ですね、これははっきりしているんであ

りますが、回答されたところを筆記で書いてくるところもあったかというふうに思います。特に介

護者、あるいは介護認定者の満足度、今のサービス量の問題ですね、あるいはその中身の問題であ

りますが、ここについての筆記もあったかと思いますが、この点についてのまとめというのは、ま

だなんでありましょうか、お聞きをしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

池亀福祉事務所長。 〔福祉事務所長 池亀郁雄君登壇〕 

○福祉事務所長（池亀郁雄君） 

お答えいたします。 

要介護者の中では、家族から書いていただいた場合もあろうかと思いますけども、おおよそ８割
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程度が満足しているという状況、それだけは今確認しております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

今お話で、それだけはということでありましたので、それ以外については、またまとまってご報

告いただけるようになったら、次回にでもお聞きをしたいというふうに思います。 

次に移ります。 

３の包括ケアシステム、こちらのほうを先にやらせていただきたいと思います。 

この提言でありますけれども、高齢者が地域で自立した生活を営めるように、医療、介護、住ま

い、生活支援サービスが、切れ目なく提供されるようにと、こういう目的をもって介護サービスの

基盤強化のための法律改正というふうに聞いております。 

このシステムのポイントは、多く分けて６つになろうかと思います。 

医療と介護の連携の強化であります。２つ目が、介護人材の確保、先ほど話がありましたけれど

も、それからサービスの質の向上であります。３番目が、高齢者の住まいの整備、高専賃と言われ

るところも含まれているかと思います。それから４番目が認知症対策の推進、これは今までと変わ

らず推進をしていくということであります。５番目が保険者による主体的な取り組みの推進という

ことで、６番目が保険料の上昇の緩和、これが一番の問題だろうというふうに思います。 

そこで、初めにお聞きしたいのでありますが、この改正のイメージとして基盤強化につながって

いくかどうか、皆さんのほうの判断ですよね、今のお考えをお聞かせいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

池亀福祉事務所長。 〔福祉事務所長 池亀郁雄君登壇〕 

○福祉事務所長（池亀郁雄君） 

お答えいたします。 

介護保険制度ができて１０年目を迎えております。今までその中でいろんな課題が出てまいりま

した。そういった点で改正の介護保険法ができたわけでございます。これは来年４月１日からの施

行でございます。 

その様子を見ますと今おっしゃったとおりでございまして、なかなか今までの介護保険制度の中

では、地域全体で介護を支える体制が不十分ではなかったんだろうかというような課題もございま

す。それから介護者自身が高齢化になってる、あるいは介護者も認知症を迎えているというような

ことで、このような介護体制の課題もございます。 

そういった意味で今回の法改正、あるいは国の答申、指針によりまして、この第５期の計画を進

めることによりまして、これを十分反映することによりまして、介護基盤整備のほうが今までの弱

点を改正されるという点では、確立されていくものと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 
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古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

今確かに言われましたように地域介護、包括ケアということでありますから、いわば地域で丸抱

えをしていくという、簡単に言えばそういうことになっていくんだろうと思います。 

それから１番目に申し上げましたけれども、医療と介護の連携、今まででしたらこの医療と介護

ですね、なかなかマッチングをしないというところが多かったというふうに思います。 

例えばでありますけれどもデイサービス、短期でお泊まりで入居されていた方が、高熱を出した

ような場合ですよね、とても高い熱を出したような場合に、現在ですと、まず施設から介護者のほ

うに連絡がいくんですけど。介護者に症状を知らせて、介護者が今度は医師に相談するんですよ。

医師の指示を仰いで、また施設のほうに電話して、じゃあ迎えに行くとか、あるいはそれ以外の搬

送の手続をとるとかということになってるわけです。 

本当からいうと、施設から医師にきちっと連絡をすれば早いわけでありますよね。一刻を争うよ

うなときに、こういうふうな体制でいいのかどうかということが、１つ問われているんだろうと思

いますけれども、こういうところに遭遇をした場合、直接、今度は施設から医師にそういうふうな

連絡がいって、間違いのない早急なスピードをもっての適切な判断が下されるようになるのかどう

か、その点について伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

池亀福祉事務所長。 〔福祉事務所長 池亀郁雄君登壇〕 

○福祉事務所長（池亀郁雄君） 

お答えいたします。 

今現在でも介護施設のほうでは、いざというときには職員の対応で例えば救急搬送とか、そうい

う手はずになっております。ただ、今おっしゃるように医療関係、あるいは看護関係のスタッフが

充実されることによりまして、より早く対応がとれるものと考えております。ある意味では、そう

いう機能の備わった施設は、ますます今度はまた利用者にも理解されていくものと考えております

ので、ぜひこの体制は拡充していく必要があるものと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

現在ですと、看護師さんがいればということにはなるんでありましょうけれども、最後のところ

で、またお話をいたしますが、看護師さんの今の施設の中にということになると、大変人手不足と

いうふうな状況も聞いております。それはまた後でお聞きをしたいと思います。 

先ほど言いましたように、医療と介護のシームレスな連携というのも１つ大きな柱になっている

わけであります。社会保障政策では必ずというふうに言われますけれども、看護医療には介助とい

う概念がありますけれども、介護には医療的な側面はありません。したがって、介護の段階で医療

行為は禁止をされているわけであります。 

今度は介護福祉士さんが、たんの吸引を行うようになるんですね、４月１日から。こうなります
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と、医療行為を介護福祉士さんが行うということになるわけでありますが、糸魚川市において、こ

ういう人員、あるいは体制ともに万全でありましょうか。もちろん介護福祉士さんは、急にやれる

というわけではありませんので、教育の期間を設けて看護師さんと経験を積んだ上でということに

恐らくなるんでしょうが、もろもろ含めまして間に合うかどうかですよね、需要に間に合うかどう

か、お伺いをしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

池亀福祉事務所長。 〔福祉事務所長 池亀郁雄君登壇〕 

○福祉事務所長（池亀郁雄君） 

お答えいたします。 

今回の法改正によりまして、来年の４月からそのように、たんの吸引につきましても介護職員が

できることになります。それは４月１日からの即対応がとれるかといいますと、それまでの研修等

がございます。おいおいにして施設側でも、そのような看護研修を積むことによりまして、よりそ

ういう医療の、あるいは看護の補助業務は可能となりますように、私らは働きかけもお願いしたい

と思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

ここのところは新しい分野でありますので、慎重にお願いをしたいというふうに思います。 

先ほど言いましたように地域で介護者を丸抱えで、医療、介護の両側面から支えていくんだとい

うことが、この情報を今言われているところからすれば、こういうふうに要約すればなるんだろう

というふうに思います 

今まではそれぞれ医療は医療、あるいは介護は介護というふうに、ばらばらにやっていったとこ

ろがあったと思うんでありますが、情報は今までのようにお互いに知り得るところだけをもって看

護や、あるいは介護というわけには今度はいかなくなるんだろうと思います。 

そこで病気になって入院をして、治療を終えて自宅にお帰りになる。お帰りになったら、今度は

自宅で介護サービスを受けるというような場合に、お互いに病院、あるいは医療ですよね、それか

ら次に引き継ぐ介護、ここのところの１人の方に対してのいわば地域カルテというようなものが、

必要ではないのかと私は思うんですね。片方は片方で存在させる、新しいほうは、受けたところで

またそれをやる。これは前にもお話をして、どこかでそれを１つにまとめたらいいんではないかと

いうふうにも申し上げたところでありますが、いよいよ地域ケアシステムというところへくれば、

やっぱりそういうものはひとつ、地域カルテというようなものをつくっていかなきゃならないんで

はないかというふうに思いますが、そこら辺のところを伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

池亀福祉事務所長。 〔福祉事務所長 池亀郁雄君登壇〕 

○福祉事務所長（池亀郁雄君） 
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お答えいたします。 

今、地域カルテというご提案でございまして、これからの必要なことかなと考えております。関

係機関と相談させてもらって、このようなものがいいかということを検討させてもらいたいと思い

ます。 

ただ、今、病院から退院した段階では、その段階では専門のケアマネジャーと今までの病院のと

きの情報を交換しながら、在宅生活を迎えるという体制をとっておるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

必要性と見通しということでありますので、ぜひともご検討をお願いしたいというふうに思いま

す。 

次にでありますが、介護保険料についてお伺いしたいと思います。 

第５期介護保険事業計画で最も重要なことであります、保険料が幾らになるかということであり

ます。全国的には巷間、１,０００円のアップぐらいというふうに、５,２００円ぐらいとも漏れ伝

わっておりますけれども、３月にお聞きをしたときに、大ざっぱでは糸魚川の場合は、前提で

５,７００円ぐらいというようなお話もお聞きをしております。糸魚川市は、今月４億円でありま

す。この３年間の実績で計算をするというのが、５期ということになるわけでありますが、３６カ

月、掛けますと１４４億円であります。人口をどのぐらいで割るのかわかれませんけれども、この

５,７００円というのは大体の線では、いい線をいってるんではないかと思うんですが、見解をお

伺いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

池亀福祉事務所長。 〔福祉事務所長 池亀郁雄君登壇〕 

○福祉事務所長（池亀郁雄君） 

お答えいたします。 

糸魚川市の現在の月額基準額につきましては、月額４,６２０円でございます。全国的にも、あ

るいは県下としましても高い状態でございます。 

第４期のとき、今現在のときの介護保険料を改正された４,６２０円が、果たしてそれでよかっ

たかといいますと、結果的には足らなかったということでございまして、それを第５期に上乗せを

しなきゃならんと、それが１点。 

それからサービスが充実することによって、若干のまた上乗せが必要だ。それから施設も、これ

から充実していかなければ、地域の方々の要望に沿えないということでございまして、サービスや

施設が充実することによっての上昇部分も、当然、考えなければなりません。 

そういった点では、今現在、はっきりはまだ申し上げられませんけども、８００円、あるいは

１,０００円という上乗せが必要ではなかろうかというふうな考えでございます。ただ、これから

また削減策といいますか、より介護保険料を下げる工夫というものは、どういうものがあるのかと

いうのも、また介護計画の計画策定委員会等で審議しなきゃならん内容でございます。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

大ざっぱな計算で言ってるわけでありますけれども、大方１,０００円ぐらいアップ、もし仮に

１,０００円アップということになりますと年間で１万２,０００円であります。そうしますと非常

に負担増となって、市民理解を得られるかどうかというのは、非常に私は疑問だというふうに思い

ます。 

ただ、それを下げる材料として何があるかというと、それがなかなか見つからないというのが現

状でありますけれども、給付と負担のバランス、これが今非常に問題になってるわけですね。それ

から、これが介護保険部会で真っ向から対立をして、全く結論が出ずにお互いの意見を両方併記を

して出した。いわばサービスの削減だとか、あるいは給付、それから負担、これを両方で先送りを

したというような感じであります。ただ結論は、もう２月に出さなければ間に合わないというとこ

ろであります。 

ただ１つだけ、先ほどの６つの中で書いてあるんでありますが、財政安定化基金の取り崩しとい

うのがあるんですよね。これが２４年度だけというふうに書いてありますけれども、これはどうい

うふうに理解をしたらいいのか、知り得る範囲でお聞かせをいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

池亀福祉事務所長。 〔福祉事務所長 池亀郁雄君登壇〕 

○福祉事務所長（池亀郁雄君） 

お答えいたします。 

国のほうでも上昇を抑える手段としまして、今ほどおっしゃいました財政安定化基金の取り崩し

がございます。ただ、新潟県では今までの活用率が高かったということから、２４年度だけという

ことでございますが、今期の取り崩しはできないというような県の説明を受けております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

この点については、新潟県にあっては大変厳しいという結論であります。 

次に、４番目に移りたいと思います。 

介護職の方々の人員確保、あるいは労働環境というところでありますが、糸魚川市の中でお伺い

をしてみますと、人員の足りないというところはないというふうにお伺いしております。これはも

ちろん基準で決められている人員を、下回るということはできないわけでありますが、ただ、だれ

かが休んだときに、そのかわりの代替えの方ですよね。ここのところは今大変厳しいんだというふ

うにお聞きをしているわけでありますけれども、この実態は皆さんのほうでつかんでいらっしゃい

ますか、お伺いをしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（古畑浩一君） 

池亀福祉事務所長。 〔福祉事務所長 池亀郁雄君登壇〕 

○福祉事務所長（池亀郁雄君） 

お答えいたします。 

施設では人員配置基準に沿った人員配置をしております。 

ただ、今ほどおっしゃいますように、施設側では手いっぱいの人員配置でございまして、職員数

に余裕がないという苦情といいますか、実態も聞いております。あるいは夜勤ができない職員の状

態、あるいは落ちついた職場環境の確保ということでは苦労してるということで、職場環境では、

大分ご苦労しとるようにお伺いしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

今の問題、働いている方には大変な問題でありますけれども、経営的には、ぎりぎりのところで

おやりになっているというところが圧倒的なようであります。これを解決するには介護報酬を上げ

るしかないわけでありますけれども、これを上げたらまた負担が上がるという、イタチごっこにな

っていくわけでありますので、このところは長いですね、今回５期の中で、本当に皆さんに使いや

すいものになるかどうか、きちっとまた皆さんにお伺いを立てていきたいと思います。 

それでは、次に移ります。 

廃校校舎の問題であります。これは先ほどお聞きしましたけれども、全部で５つですか、６つで

したかあるということで、私は今回、山之坊小学校、それから小滝小学校、それから中早川小学校、

大変きれいな学校でありまして、まさにこれを見たとき、私はもったいないというふうに思ったわ

けでありますが、この施設の維持管理についてどうなっているのか、お聞かせをいただきたいと思

います。先ほど少しお聞きしましたが、もう一度お願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

今ほどのご質問の中早川小学校、山之坊小学校、小滝小学校の３校の現状の維持管理の状況とい

うことであります。 

中早川小学校につきましては、建築後５２年を経過している建物であります。共通項目としては

施設の巡回、あわせて校庭内の草刈り、それから消防設備点検を年２回、直営で行っております。 

それから山之坊小学校につきましては、築４０年の建物でありますが、これにつきましても中早

川小学校同様、施設の巡回、これは月１回程度ということであります。校庭内の草刈りと、消防設

備点検の直営実施であります。 

小滝小学校につきましては、築５２年の建物でありまして、これにつきましては、かなり老朽化

が進んでいるというふうに見ております。通常の点検といたしましては施設の巡回、月に１回程度

ということで、現在行っているところであります。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

それから防火、防災ですよね、小滝のところは大変な感じになっているわけでありまして、あそ

この玄関の前にポールが１本立っているわけでありますが、もうさびて、だれかが近づきゃ倒れる

んではないかというぐらいの感じであります。この管理ですね、点検ですけどね、防火のほうの管

理ということになりますと、これはされているんでしょうか、お伺いをしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

小滝小学校につきましては今申し上げましたように、施設の老朽化がかなり進んでおります。よ

って、利用できる状況にはないことから、これにつきましては、前段で申し上げました中早川小学

校、あるいはまた山之坊小学校とは違って、これについては消防設備点検等は行っておりません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

あそこは何か入り口のところに看板が立って、どなたか利用されているようにも感じるんであり

ますけれども、あそこの環境を見ますと先ほど少し言いましたけども、大変危ないような環境です

ので、そこの点については意識をされておられないんでしょうか伺います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

小滝小学校については、私も４月早々に現地のほうへ出向いて、すべて学校の中も目で確認をし

ております。 

非常に雨漏りと、あるいはまた傾き等も一部あったりして、危険な状態であるということは認識

しております。 

また一方、小滝地区の皆さんとも現地での立ち会いも含めて、取り壊しといったような方向が出

されておりますので、近々のまた計画の中で、取り壊し等は具体化していきたいというふうに思っ

ております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

小滝は大変危険なように、外から見てもはっきりわかりますので、これは予定は出てるんであり
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ましょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

具体的にまだ、今、何年次に取り壊しというような計画にはなっておりませんけれども、危険な

状態で放置しておくということはできませんので、できるだけ早い時期に計画をしたいというふう

に思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

それから全国的に申し上げますと、かなりの数の廃校があります。２１年度までには、

３,６７１というような膨大な数であります。休校もありまして、これが約５００校ぐらいあるん

ですね。そういうことからしますと、大変全国的にももったいないような感じがいたします。 

近くでいいますと、上越市でありますが、上越市はお聞きをしましたら、すべて地域のコミュニ

ティセンターとして活用しているというふうに言っておられました。妙高市につきましては、やは

り糸魚川市と同じで、使っているところもあれば壊す予定のところもあり、１つだけありますのは、

１校を合宿施設として再生をするという計画があるんだそうであります。 

一時的に使用しているものが、結構あるようでありますけれども、糸魚川市としては、今後、先

ほど言われましたけれども、１つあるとすれば、どうやって活用していくのか。市の資料を入れて

るというところがありましたけれども、それ以外の活用というのは考えていらっしゃるのでしょう

か、お聞きをいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

先ほどの答弁の中で、歌外波小学校の恒久的利用について検討しているというお答えを申し上げ

ておりますけれども、これにつきましては、まだ最終決定ではございませんけれども、現状の利用

形態からいたしますと民具等も含めた収蔵庫としての活用もあわせて、恒久的利用をしていきたい

というふうに考えております。 

なお、また南西海小学校は議員もご承知のように、ああいう形で社会福祉法人がいわゆる再利用

しているという事例もあるわけですけども、こういった建築年次の浅い施設については、再利用の

可能性もあるかと思っております。市のホームページ等でも利用を呼びかけておりますけども、な

かなか手を挙げていただける状況にはないということであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 
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全国的には文科省が、～未来につなごう～「みんなの廃校」プロジェクトというようなものを立

ち上げたというような報道もあります。いわゆる文科省が企業さんだとか、あるいは個人でだとか、

ＮＰＯだとかって、そういうものを利用されるものをとって、施設を貸し出してもいいよというも

のをコーディネートをするというようなプロジェクトも進んできたというふうにも伺っております。 

これはあれでしょうかね、地域の方々にどんなふうに使ったらいいのかという、こちら側の問い

かけというのは今までなかったんでありましょうか、お聞きをいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

学校が廃校になるという情報については、急に決まるわけでもありません。当然、事前にわかっ

ているものであります。そうなりますと、おのずと地元の皆様とのコンセンサスという部分が第一

というふうに考えて、これまで進めてきております。 

今ほどのいずれの学校についても、名称は違いますけれども、地元で検討委員会等を立ち上げて

いただいて、行政側とのコンセンサスを得る中で再利用できるもの、結果的には、再利用できない

というものが多いわけでありますけども、すべての学校において地元の検討委員会的なものを設置

いただいて、これまで検討を重ねてきた経過はございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

それから２番目でありますが校歌の存在、それからその校歌の楽譜でありますよね。これの存在

はどうなっているのか。校歌は大体直筆で書かれて額縁に入ったものが、学校に必ず飾ってあった

と思うんでありますが、それの存在はどこにあるのか。それから校旗、あるいは校章、記章ですよ

ね、卒業記念の各年代のものもあったかというふうに思いますが、そういう財産ですよね。それは

どこにあるのか、保存されているのか、お聞かせをください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

結城教育総務課長。 〔教育委員会教育総務課長 結城一也君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（結城一也君） 

お答えいたします。 

教育文化財産ということで、どの品物を保存するか、また、どこに保存するかということにつき

ましては、地元の方と検討委員会等で協議していただいておるというのが実態でございます。 

そちらのほうの基本的には、統合となりました学校で管理という形を基本としておりますが、地

元のほうとの協議によりましては、例えば相馬御風先生の直筆の校歌の額ということになりますと、

非常に大きいものでございます。体育館等に掲示してたものでございますので、そちらのほうにつ

きましては、歴史民俗資料館に２枚ほど、２校分あるというふうに確認しております。また、それ
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以外の直筆の校歌の額につきましては、歌外波小学校で保存しているという事例もございます。 

また、地元の検討委員会の意向によりまして、例えば公民館なんかで保存させていただきたいと

いうようなのもございましたりとか、今ほど斉藤企画財政課長が申し上げましたように、旧南西海

小学校の１室を借りて展示しているというような、いろんな事例がございます。 

それから校章につきましても、それぞれ基本的には学校でという形になっております。 

以上です。 

〇８番（古川 昇君） 

楽譜。 

○教育委員会教育総務課長（結城一也君） 

統合した学校で管理しております。 

それから校歌の楽譜についてなんですが、平成１６年に糸魚川・西頸城のＰＴＡ連合会で作成し

た校歌集と、収録したＣＤということでいただいております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

それぞれに保管をされている。これはもし何かの催し物をするんで、貸し出してほしいというこ

とになると、これは許可をされるんでありましょうか、お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

結城教育総務課長。 〔教育委員会教育総務課長 結城一也君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（結城一也君） 

お答えいたします。 

事前に連絡いただけて貸し出し等できるようなものでしたらば、貸し出しさせていただきます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

収蔵しておく、だれにも見られないところにひっそりと置いておくというのは、大変もったいな

いわけでありますが、この財産を生かす道はないのかということであります。 

現在ですと根知小学校の体育館、まだ現存してると思いますけれども、あそこで根知谷音楽祭と

いうのが行われているのはご案内だと思いますけれども、過去そこで皆さんが校歌を歌ったところ、

大変卒業生の皆さん、それから老若男女、大いに盛り上がったということも聞いております。どう

でしょうか。年１回くらいそういう場所に寄って、各廃校になった、あるいは現存しているのもい

いわけでありますけれども、校歌をそこで歌うというような校歌と思い出の夕べ的なものを、ひと

つ企画してみてはどうかと。一時的に使うということでのイベントでありますけれども、こういう

のは短期的に取り組むということで、あらゆる団体にご協力を仰がなければいけませんが、こうい
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うものは考えてみたらどうかというふうに思いますが、お伺いをしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

１点、紹介になるんですけども、今ほどの事業に関連しまして、能生地域でコーラスグループの

「しゃくなげ」というグループがございます。２２年度と２３年度、能生地域の廃校となっていな

い現在の学校と、廃校になった学校も含めてでありますが、校歌を後世に伝えようという目的で校

歌の楽譜、それから歌をコーラスグループですので再現をして、ＣＤ化して、広く皆さんから親し

んでいただけるようにという活動も、本年度までの２カ年の事業で今行っております。 

そういった活動も含めて、やはり校歌、それぞれの皆さんが、思い出のある校歌だというふうに

思っておりますので、そういった活動がまた民間からも起きているという事例を、少し紹介させて

いただきました。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

団塊の世代が今、まさに時間を持て余すような段階に入ってきたわけでありますから、やっぱり

そういうふうな活用方法ですよね、イベント的には大変有効ではないかというふうに思います。 

４番目でありますけれども、これについては危険性というふうに書きましたけれども、先ほどの

お話にもありましたけれども大変少数になると。ここ何年間が勝負というようなところも見受けら

れるわけでありますが、もう一度お話をお聞きしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

結城教育総務課長。 〔教育委員会教育総務課長 結城一也君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（結城一也君） 

お答えいたします。 

小学校１８校のうち、複式学級となっている学校数は、もう既に７校ございます。そのうち一番

少ないのは上早川小学校、それから数的にいえば今井小学校、市振小学校、その３つの小学校とい

うのは、今複式で進んでおるというような状況でございます。 

今後の見込みにつきましても、今のところ残念ですが、児童生徒数がふえる見込みもないという

ようなことを考えておりますと、複式学級を何とかしたいなという気持ちで、今のところ庁内検討

委員会を立ち上げて、庁内検討委員会で糸魚川市の適正規模は幾つぐらいかとか、それから基本的

には複式学級をしている７校について、どうしようかというのを検討させていただきたいと考えて

おります。一応、基本的にそちらのほうで決まって、後は教育長も答弁しましたように、審議会の

ほうでご審議をいただくという段取りを考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

これからも地域事情、あるいは地域の感情、あるいは保護者の気持ちですね、ここのところを大

切に、またお願いをしたいというふうに思います。 

それでは、次の質問に移ります。 

電動車いすについてであります。 

これはどのくらい今、糸魚川にあるか、どこかで集計をされとるところはありますか、教えてい

ただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺環境生活課長。 〔環境生活課長 渡辺 勇君登壇〕 

○環境生活課長（渡辺 勇君） 

電動車いすの所有については、把握しておりません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

私も調べたんでありますが、どこへ行ってもわからないんですよね。品物は４輪と３輪があるよ

うであります。大変便利な乗り物でありますけれども、これが最近、非常に頻繁に見られるように

なってきました。中山間地で多く見られているわけであります。これは免許もなし、ヘルメットも

要らないんですよね。免許もヘルメットも要らない乗り物であります。 

これはどこで売ってるかというと、実は電気屋さんで売ってるんですわ。バイクだとか、あるい

は自転車屋さんにもありますけども電気屋さん、テレビ、冷蔵庫と同じパンフレットに載ってるわ

けです。電気屋さんは営業されてますので、足腰が痛いというような話をよく聞くんだろうと思い

ますが、非常に売れてるというお話を聞いてるわけです。 

そこで歩道の整備計画ですね、これはあるのかどうか、お聞かせいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

串橋建設課長。 〔建設課長 串橋秀樹君登壇〕 

○建設課長（串橋秀樹君） 

お答えいたします。 

歩道の整備計画ですけども、特に整備計画というのはございません。 

ですけども、ここ平成２０年ぐらいから計画的に歩道の整備をしております。例えば申し上げま

すと、南本町線のバリアフリーということで、舗装の段差を切り下げたという工事もありますし、

仲町線といいまして、奴奈川排水路がふせてあったところを暗渠化して、舗道にしたところもその

あれですし、ことしからは市道正山線といいまして、国道８号から糸魚川病院へ行く道路がありま

すけども、あちらのほうに向かっていく道路ですけども、そこで道路改良とあわせて歩道整備も行
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っておりますし、能生地域では槙能生線、島道大沢線、今度は青海へいきまして福来口線というふ

うに歩道の整備はしております。 

それと、あとちなみに県道ですけども、上刈の水崎の国道１４８号からホテル國富アネックスの

間ですけども、将来的には糸魚川自動車学校までつなげるという計画で、１,５３０メートルあり

ますけども糸魚川インターからホテル國富アネックスの９６０メートル間が、先月の末日で供用開

始となっております。残りの５７０メートルについては、平成２４年度以降、また引き続き工事を

進めるというふうに聞いておりますが、完成年度はまだ未定だということでございます。 

以上であります。 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

それから重大でありますけれども、側溝ですね、ふたをするということになりますが、これの計

画はございますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

串橋建設課長。 〔建設課長 串橋秀樹君登壇〕 

○建設課長（串橋秀樹君） 

側溝の改修ですけども、これも毎年工事をやらせていただいております。 

例を申し上げますと、上刈白馬通線、三反田線、田伏竹ケ花線、田伏梶屋敷線、青海地域の瀬戸

田五反田線、八久保７号線というところで、現在終わっている箇所もありますけども、来年度以降

も引き続きやる現場もございます。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

こういう環境のところを力を入れてやっていただきたいと思います。 

大野地区では、もう１４８号の歩道の段差ですよね。これは国道維持出張所のほうにも話をつけ

たというような話を聞いておりますので、早急に皆さんのほうで調査をしていただきたいというふ

うに思います。 

この点について言いますと、高齢者の皆さん、外出をなさる。あるいは子どもさんに送ってくれ

って、非常に遠慮してそういうことが言えないというような方もいらっしゃるわけです。だけど、

これは免許も要らなければヘルメットも要らない、家の玄関からすぐ出られるということになりま

すと、ひきこもりの解消、そういうところにも非常に有効かなというふうに思います。この点につ

いて、皆さんの考えをお伺いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田鹿総務部長。 〔総務部長 田鹿茂樹君登壇〕 
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○総務部長（田鹿茂樹君） 

お答え申し上げます。 

お年寄りが外出するという意味では、私も何人か見かけるわけでありますが、非常に有効な手段

というふうに考えております。自転車はだめだけども、あの電動カーですと、ゆっくりであるけれ

ども、外へ出れるという意味では、お年寄りの外出支援としては、非常に有効な手段だというふう

に考えています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

身障者の方々が乗る電動車いす、これは補助金があるわけでありますけれども、この高齢者の

方々にはないわけであります。これは免許の返納、それの代替えとしても、これからふえていくも

のと思われますが、補助金の対象としてはいかがか、お伺いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田鹿総務部長。 〔総務部長 田鹿茂樹君登壇〕 

○総務部長（田鹿茂樹君） 

お答え申し上げます。 

有効な手段というのは認識しておりますが、今現在の段階で市として、そういう高齢者の皆さん

への電動カーへの補助金というものは、現在は考えておりません。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

それで建設課の方に申し上げておきますけれども、乗ってる方々が一番何がおっかないというと、

斜めの道路だそうであります、斜め。落っていくという感覚で一番怖い、それから段差であります。

そういうこともありますので、ぜひともそういう調査をやっていただきたいというふうに思います。 

それから、先ほどありましたけれども、安全教育であります。乗ってる方に、これは証言がある

わけでありますが、居眠り運転をされていた方がいたって言うんです。後ろから近づいたら、案の

定、側溝に落ちてけがをされたということなんであります。 

もう１つ、冬場には多分乗らないと思いますよね。だけど圧雪の上を乗っていたという証言があ

るんですよ。ですから、そういう意味でいうと、大変これは危険なところにも乗っていってしまう

ということがありますので、この安全教育の充実ですよね、ここの点についてお伺いをしたいと思

います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 
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○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

議員ご存じのとおり、これは足というとらえ方であられるわけでありまして、それがどれぐらい

に普及しとるかというのは、なかなかわかりにくいわけでありますが、どなたが乗ってるというの

は、なかなかわかりにくい部分であるわけでございますが、やはり今言ってるようなことが起きる

ということは非常に想定できるわけですし、だとしたら、やはりどのようにしていくかということ

も考えなくてはいけない。 

地域の老人クラブなり、いろんな対応の中で、その辺を出していきたいと思いますし、市の広報

の中でも、また注意喚起をしていきたいと考えておるわけでございますので、よろしくお願いいた

します。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

大変危険なところに接しておられるということを、認識しているかどうかというのが問題であり

ます。老人クラブなりゴルフをやると、相当並ぶということであるそうでありますので、調べると

すると、そう時間がかからないんじゃないかというふうに思います。 

また、ドライバーに関しても、ああいう方々が交通のところに参加をしているという、そういう

ことも注意喚起も必要だと思いますが、こちらのほうの教育、それを少しお伺いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺環境生活課長。 〔環境生活課長 渡辺 勇君登壇〕 

○環境生活課長（渡辺 勇君） 

やはり先ほどからおっしゃられているとおり、電動車いすですか、確かにご高齢者の方が乗って

おられるので、信号も無視しながら出てきたりというような事例もあります。そういうことからド

ライバーにも、やはりそういうものも注意していくようにというような広報をしていきたいという

ふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

古川議員。 

〇８番（古川 昇君） 

車いすでありますから６キロしか出ません。６キロで走るわけであります。ただ、人間みたいに

休まないんで、非常に速いということであります。高齢者にとっては有効なツールだろうというふ

うに思います。死亡事故が起きてからでは遅いというふうにも思いますので、いち早い対策を求め

て、私の質問を終わりたいと思います。 

○議長（古畑浩一君） 

以上で、古川議員の質問が終わりました。 

〔「議長、議事進行」と呼ぶものあり〕 
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○議長（古畑浩一君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

この議会初日に提出されました議案第７９号、契約の締結についてでありますけれども、この契

約の締結については初日に議決されておりますので、何ら異議を挟むものでもございませんが、聞

くところによると、まだ建築許可がおりていない状況にあるというふうなことをお伺いしました。 

議案説明のときも、質疑応答のときも、いまだ建築許可がおりていないということは一言も説明

がございません。私を含めほとんどの議員の皆さんは手順どおり建築許可が出て、入札をして、こ

の議案が議決されれば工事が着工できるものだというふうに理解していたはずだと思いますし、ま

た、速やかに工事着工するための初日即決議案だというふうに理解をしておりました。 

議長、まずこの建築許可がおりているのかどうか、事実確認をお願いしたいと思います。 

○議長（古畑浩一君） 

ただいま髙澤議員より、初日、委員会付託を省略しまして即決となりました、議案第７９号、山

ノ井保育園新築工事、これは約３億３,０００万円の工事の契約を審議した件でありますが、この

際の説明の中で、建築許可というものが間に合わないで、６月に出す予定が大幅におくれて９月に

出したと、これをるる説明した件でありますね。 

その後、もう既に建設許可がおりているものというふうに判断していたのが、実はおりていない

という情報が入ったと。それに対するまず事実確認を求める動議ということでありますね。 

わかりました。議長におきまして、これは正当な理由での事実確認を求める発言と認めます。 

この件につきまして、市当局の答弁を求めたいと思いますが、いかがでありますか。建築許可が

おりているのかいないのかのみ、お答えいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

結城教育総務課長。 〔教育委員会教育総務課長 結城一也君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（結城一也君） 

お答えいたします。 

建築確認通知書と思われますが、おりておりません。 

○議長（古畑浩一君） 

髙澤議員に申し上げます。 

建築許可につきましては、現在のところおりていないという答弁であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

先ほども申し上げましたように、我々というか、私は建築許可がおりていることを前提として初

日にいろいろ質問させていただいております。そうしますと建築許可がおりていないということに

なれば、質問の趣旨が少し違ってくる。それと私ばかりでなく、ここに２６人の議員がおるんです

が、何でそこでしっかりと説明しないのか、今の状況を。こういう状況ですということを、どうし
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て説明しないのか。議員には、その程度の説明でいい、情報はその程度でいいということであれば、

大変なこれは議会軽視だと思うんですよ。 

それで議長にお願いしますが、今述べたような理由で、本定例会本会議の場で、いま一度質問の

場を与えていただきたいというふうに考えておりますが、いかがでしょうか。 

○議長（古畑浩一君） 

議案第７９号そのものの予算の内容、契約の締結の内容につきましては、これは議員ご存じのと

おり、これは一事不再議の原則があります。同一会期中に、議案を２度審査してはならんという決

まりがあります。 

ただ、今、髙澤議員の一番指摘したいのは、その説明の中に、いわゆる明確な説明がなかったと。

正副議長に対する議案説明の中でも、建築許可がおりていないということは私も聞いておりません。

当然、議案提出前に段取りが整っておるものだと私も認識しておりました。 

これは確かに議長といたしましても、議案の是非ではなくて、説明の中に一定の説明が欠落して

いたというご指摘につきましては、私もそのように思います。 

したがいまして、そこの部分に限り質問を求めることといたします。一事不再議にかかわる部分

につきましては、私の判断で途中で質問をやめていただく場合もありますが、それ以外の設計にか

かわる部分につきましての質問につきましては、若干認めたいと思います。 

それでは、髙澤議員、どうぞ。 

○１９番（髙澤 公君） 

この場で質問させていただいてよろしいんですね。 

○議長（古畑浩一君） 

どうぞ。議長として認めます。 

○１９番（髙澤 公君） 

ありがとうございます。 

建築許可がおりていないということは、入札をしても現場では仕事にかかれませんね。これはも

うかかれないんですよ。それで、そうすると何のための初日即決だったんですか、これは。 

それで、例えば確認申請を出す、あるいはそれを受理したほうは県のほうですけども、それを許

可を出す。これは建築をさせようという許可なんですよ。要するに建築をしてはいけませんよとい

う許可じゃなくて、仕事をしてくださいよというために出す許可なんで、受理した日から、私の記

憶では３週間以内に出さなきゃいけないことになってる。それが３月３１日に申請をしたというこ

とだったんですが、いまだ許可がおりていないということはどういうことなんですか。 

○議長（古畑浩一君） 

わかりました。 

質問の趣旨につきましては、この後、議会運営委員会を開催いたしまして、ただいまの案件につ

きまして、どのようにいたすかということにつきまして検討をさせていただきたいというふうに思

っております。 

髙澤議員、それでよろしいですね。今、基本的には議案にないものに対します質疑というものが

大変難しくなっております。ただ動議は、全くそのとおりと議長といたしましては認めます。 

その対応につきまして、これより議会運営委員会を開き協議をさせていただきます。 
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暫時休憩いたします。 

 

〈午後３時４４分 休憩〉 

 

〈午後４時５５分 開議〉 

 

○議長（古畑浩一君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

まず最初に、お諮りをいたします。 

本日の本会議、５時を回ることもあり得ます。あらかじめご了承いただきたいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

ご異議なしと認めます。 

ただいま髙澤議員より出されました事実確認の動議につきまして、その後、責任問題も含めて議

会運営委員会を開催しております。 

議会運営委員会の委員長報告の前に、１点修正がございます。 

先ほど来、髙澤議員の発言、また私、議長の発言の中で、「確認申請の許可」という言葉をずっ

と使ってまいりましたが、正式には確認通知書が届いていないということであります。大きな違い

はないように思われますけれども、語句を正確にということでありますので、この場をもって訂正

をさせていただきます。 

ご了承いただきたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

ご異議なしと認め、文書の訂正をさせていただきました。 

それでは、これより休憩中に開かれました議会運営委員会の報告を求めます。 

甲村 聰議会運営委員会委員長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

甲村委員長。 〔１番 甲村 聰君登壇〕 

○１番（甲村 聰君） 

先ほど髙澤議員の議事進行に対する取り扱いについて議会運営委員会が開かれておりますので、

その経過と結果についてご報告いたします。 

議案第７９号、山ノ井保育園（仮称）新築工事（建築）の契約案件について、当議案は８月

２９日、初日即決議案として提出され可決をみております。 

当議案は３億３,０００万円に及ぶ高額な契約議案で、本来、委員会付託審査が必要な案件であ

りますが、確認申請提出のおくれから６月議会に間に合わず、また、工期の都合により９月定例会

初日に即決で議決願いたいということでありました。 
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本会議の質疑における答弁の中では、いまだ確認通知書が届いていないにもかかわらず、そのこ

とには一切触れていない答弁でありました。また、４名の議員が質疑に立ちましたが、いずれも手

続が済んだことを前提にした質問であり、核心の部分にあえて触れない答弁はまことに遺憾であり

ます。 

このことから一連の行政対応について、ただいま議会運営委員会を開会し、協議したところであ

ります。たび重なる行政運営の不手際に対して、議会はその都度、原因の究明と責任の所在につい

て明らかにしてきたところでありますが、このたびの議案に対する説明や質疑に対する答弁は、ま

ことに不十分であり、このことに対し理事者、教育長においては真摯に受けとめるとともに、今後

も職員指導管理を徹底するよう猛省を促すこととして、委員会では意見の一致をみたところであり

ます。 

以上、議会運営委員会の報告を終わります。 

○議長（古畑浩一君） 

ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。 

ご質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

ご質疑なしと認め、これにて質疑を終結いたします。 

議長といたしましては、今回の判断につきまして議会運営委員会にご意見を伺ったところでもあ

ります。 

ただいまの委員長報告のとおり、今回の案件につきましては至極説明不足であり、甚だ遺憾であ

るということは、議長をもって全くの同感であります。 

ここで議長といたしましては本会議場より、行政執行部及び教育委員会に対し口頭での厳重注意

処分といたします。 

この際、竹田教育長より発言を求められておりますので、これを許可いたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

竹田教育長。 〔教育長 竹田正光君登壇〕 

○教育長（竹田正光君） 

議案第７９号、山ノ井保育園（仮称）新築工事（建築）の契約案件について、説明不足及び準備

不足から、議会の皆様に誤解と混乱を招いたことについて深く陳謝いたします。申しわけありませ

んでした。 

○議長（古畑浩一君） 

本日はこれにてとどめ、延会といたします。 

大変ご苦労さまでございました。 

 

〈午後５時０１分 延会〉 
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